
ヘ
ー
ゲ
ル
『
精
神
現
象
学
臨
に
於
け
る
「
自
意
識
」
の
研
究
序
説
　
e

『
精
神
現
象
学
」
に
於
け
る
「
生
死
の
闘
い
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
一
》
O
①
鼠
露
鼠
《
と
》
薯
接
筈
象
《
…
1

稲

ギ某

稔

一

　
　
　
「
承
認
」
と
は
「
自
意
識
の
統
一
的
二
重
化
」
ら
③
＜
Φ
益
○
℃
立
毒
σ
q
儀
Φ
。
・
ω
巴
ぴ
ω
暮
①
≦
¢
爵
ω
①
汐
ω
げ
ω
Φ
げ
禽
団
貯
｝
μ
①
岸
で
あ
り
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
D

　
　
の
「
承
認
」
の
純
粋
な
概
念
は
他
の
箇
所
で
詳
細
に
展
開
さ
れ
た
。
そ
こ
で
次
に
、
　
「
承
認
の
こ
の
純
粋
な
概
念
の
プ
ロ
セ
ス
が
如
何
に

　
　
自
意
識
に
対
し
て
現
象
す
る
か
」
と
い
う
こ
と
が
、
問
題
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
　
「
承
認
」
の
現
象
学
的
過
程
は
ど
う
い
う
も

　
　
の
に
な
る
か
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
現
象
学
的
過
程
、
即
ち
「
霞
意
識
」
に
と
っ
て
現
象
す
る
「
承
認
」
の
過
程
は
、
二
つ
の

　
　
「
自
意
識
」
が
同
等
で
は
な
く
、
　
「
先
ず
不
同
等
で
あ
る
測
面
を
携
示
す
る
α
鷲
馨
Φ
濠
づ
こ
と
に
な
る
」
の
で
あ
っ
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
そ

　
　
れ
を
、
　
「
毎
①
ζ
ぽ
Φ
が
二
つ
の
極
に
分
裂
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
黛
Φ
ζ
驚
①
が
二
つ
の
相
対
立
す
る
極
と
な
り
、
　
一
方
の
極
は
単
に
承

　
　
認
さ
れ
た
者
、
他
方
の
極
は
単
に
承
認
す
る
者
に
分
裂
す
る
こ
と
」
が
現
象
学
的
過
程
の
中
で
「
明
示
さ
れ
る
」
こ
と
だ
と
言
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
こ
こ
で
「
明
示
す
る
」
瓢
錠
ω
け
色
五
戸
と
い
う
の
は
、
現
象
的
な
「
両
自
意
識
」
の
各
々
が
各
々
に
対
し
て
「
そ
の
限
前
に
は
っ
き
り
と
見

鍬　　
　
　
　
　
ヘ
ー
ゲ
’
ル
『
鷲
川
神
現
象
溺
ず
』
に
舷
瓜
け
る
「
幾
壷
脚
識
」
の
習
鱗
究
序
説
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
九
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哲
学
研
究
第
五
百
十
一
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

せ
る
」
こ
と
、
そ
の
意
味
に
於
て
「
明
ら
か
に
示
す
」
こ
と
で
あ
り
、
何
か
そ
れ
以
外
の
主
体
乃
至
は
場
所
か
ら
「
明
示
す
る
」
こ
と
が

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

起
っ
て
来
る
の
で
は
決
し
て
な
い
。
こ
の
語
は
、
　
『
精
神
現
象
学
』
の
中
の
殊
に
こ
の
箇
所
、
即
ち
「
生
死
の
闘
い
」
の
場
に
於
い
て
、

重
要
な
意
義
を
持
つ
語
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
以
後
の
叙
述
に
於
い
て
充
分
注
意
せ
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
を
今
少
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勾

」
般
的
に
言
う
な
ら
ば
、
　
『
精
神
現
象
学
』
の
「
自
意
識
」
の
章
に
到
っ
て
は
じ
め
て
、
郡
ち
先
に
掲
げ
た
根
本
語
》
図
ω
§
蝕
コ
曾
－

奪
魯
二
軸
ミ
設
逡
§
鳶
、
、
無
、
N
暫
ミ
魯
簿
罎
§
急
題
等
N
《
が
成
立
し
支
配
す
る
場
に
於
い
て
は
じ
め
て
、
従
っ
て
右
の
根
本
語
の
一
つ
の
ヴ
ァ

リ
エ
イ
シ
ョ
ン
で
あ
る
「
自
意
識
の
統
一
的
二
重
化
」
象
。
＜
Φ
註
○
嬉
ピ
ロ
α
q
篇
。
ω
ω
巴
び
の
睾
Φ
妻
器
ω
病
勢
霧
冒
。
。
o
ぎ
2
禦
コ
ゲ
①
禅
に
到
っ

て
は
じ
め
て
、
　
「
明
示
す
る
」
仙
母
除
巴
冨
詳
或
は
「
明
示
し
合
う
」
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
来
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
以
前
の
段
階
、

即
ち
「
意
識
」
の
章
に
於
い
て
は
、
こ
の
こ
と
は
勿
論
不
可
能
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
意
識
の
な
す
経
験
に
随
い
つ
つ
そ
の
移
行
的
過
程

を
叙
述
す
べ
く
定
め
ら
れ
て
い
る
『
精
神
現
象
学
』
は
、
「
霞
意
識
」
に
到
れ
ば
、
　
「
悪
血
思
識
」
の
な
す
》
鎚
鴛
。
・
8
｝
δ
羅
《
に
随
っ
て
「
叙

述
」
U
9
・
目
。
。
叶
①
質
琶
σ
q
を
進
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
「
叙
述
」
は
勝
手
な
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
端
的
に
意
え
ば
、
こ

の
箇
所
で
は
「
自
意
識
」
の
な
す
》
山
錠
簿
⑦
一
一
霧
《
が
『
精
神
現
象
学
』
の
「
叙
述
」
と
一
つ
に
重
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
》
母
7

。・

ｭ
δ
奥
の
語
が
殊
に
こ
こ
で
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
と
指
摘
し
た
所
以
で
あ
る
。
一
次
に
、
》
象
①
ζ
律
Φ
《
即
ち
相
互
媒
介
的

中
心
へ
識
語
）
が
相
矛
麿
対
立
す
る
二
つ
の
極
に
分
裂
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
相
互
媒
介
へ
相
互
推
論
）
、
従
っ
て
相
互
平
等
承
認
が
不

可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
現
象
過
程
で
は
「
承
認
」
は
先
ず
一
方
的
承
認
と
し
て
現
わ
れ
る
…
正
確
に
言
え

ば
、
　
「
明
示
さ
れ
る
」
…
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
霞
他
は
相
互
に
己
れ
を
媒
語
と
し
て
提
供
し
合
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
用
例

的
に
言
え
ば
、
A
の
み
が
己
れ
を
媒
語
と
し
て
提
供
す
る
の
に
対
し
、
B
は
そ
れ
を
せ
ず
、
一
方
的
に
細
密
A
を
通
し
て
自
己
量
質
帰
的

完
結
的
推
論
を
な
す
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
一
つ
の
円
（
餌
簿
ω
　
ω
O
げ
一
一
①
ゆ
①
昌
）
が
成
立
す
る
の
み
で
あ
る
。
夫
々
の
一
を
は
じ
め
て
真
に
可
能

に
し
意
味
有
る
も
の
と
す
る
「
二
重
意
味
」
は
失
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
従
っ
て
結
局
は
こ
の
一
つ
の
円
も
成
立
し
得
な
く
な
る
。
「
承
認
」

は
、
相
互
承
認
で
な
く
一
方
的
承
認
で
あ
る
限
り
、
必
ず
そ
こ
に
働
く
戸
ゴ
ス
の
力
に
よ
っ
て
く
ず
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と



　
　
を
現
象
学
的
に
具
体
的
に
弁
証
す
る
の
が
、
　
、
生
死
の
闘
い
」
及
び
「
主
と
奴
」
の
弁
証
法
に
他
な
ら
な
い
。
即
ち
A
が
「
単
に
承
認
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
る
者
」
　
（
奴
）
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
B
は
「
単
に
承
認
さ
れ
た
者
」
　
（
主
）
な
の
で
あ
る
。
　
「
単
に
」
と
い
う
の
は
、
相
互
媒
介
、
相
互

　
　
推
論
を
失
っ
た
分
裂
的
対
立
的
四
方
性
を
謂
う
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
単
に
価
値
的
に
低
い
と
い
う
意
味
で
な
い
こ
と
は
腿
ら
か
で
あ
ろ

　
　
狗
・

　
　
　
し
か
し
こ
の
不
同
等
的
承
認
も
決
し
て
蝸
挙
に
し
て
成
っ
た
の
で
は
な
い
。
我
々
は
如
何
に
し
て
「
主
と
奴
」
或
は
「
皮
配
と
隷
属
」

　
　
が
成
立
し
て
来
た
か
を
、
　
『
現
象
学
』
に
従
っ
て
見
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
「
自
意
識
」
は
先
ず
「
単
純
な
対
自
斧
山
存
在
」
①
汐
貯
。
ゲ
霧
男
障
臨
。
霧
㊦
冨
で
あ
る
。
　
「
単
純
な
」
乃
至
は
「
単
一
な
扁
と
言
う
の

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
は
、
　
「
　
切
の
他
者
を
自
己
か
ら
排
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
同
一
を
保
っ
て
い
る
」
と
こ
ろ
の
「
独
り
自
分
だ
け
の
、
良
己
自
身
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ
ェ
　
ゼ
ン

　
　
対
す
る
存
在
」
男
欝
段
。
げ
。
。
①
ぎ
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
「
無
意
識
」
に
と
っ
て
「
本
質
で
あ
り
且
つ
絶
対
的
対
象
」
で
あ
る
も
の
は
、

　
　
　
ほ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
「
他
」
な
ら
ぬ
「
我
」
H
。
財
で
あ
る
。
従
っ
て
「
自
意
識
」
は
、
他
老
の
媒
介
を
経
な
い
と
こ
ろ
の
「
か
か
る
直
接
態
に
於
い
て
、
換
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
す
れ
ば
（
排
他
的
に
単
に
我
は
我
也
と
す
る
）
対
自
愚
存
の
か
か
る
（
固
定
）
存
在
に
於
い
て
、
個
溺
（
孤
立
的
個
）
嬢
農
①
『
霧
で
あ

　
　
る
。
か
か
る
自
意
識
に
と
っ
て
は
、
我
な
ら
ぬ
他
な
る
も
の
は
、
否
定
の
指
印
を
押
さ
れ
た
非
本
質
的
な
対
象
に
過
ぎ
な
い
」
（
凄
9
。
箏

　
　
o
昌
。
ざ
讐
。
籍
湧
O
鉱
簿
⑦
ジ
ぴ
母
上
9
σ
Q
①
σ
q
①
ぴ
。
μ
く
。
嵩
8
撮
。
頴
白
魚
象
⑦
ひ
ψ
瞳
ら
。
．
以
後
引
矯
の
無
数
は
す
べ
て
こ
の
版
に
よ
る
。
尚
、
引
朋
文
中
括
弧
内
は

　
　
筆
者
に
よ
る
。
以
下
も
岡
じ
。
）
即
ち
こ
こ
で
は
「
対
宙
独
自
存
在
」
（
門
自
意
識
」
）
は
、
　
一
切
の
「
他
者
」
　
（
述
語
）
を
輿
己
か
ら
排
斥
し

　
　
て
い
る
と
こ
ろ
の
主
語
と
し
て
、
述
語
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
て
い
な
い
直
接
性
に
於
い
て
、
未
だ
孤
立
的
主
語
に
過
ぎ
な
い
。
主
語
は
主

　
　
語
と
し
て
本
質
的
に
「
対
自
独
存
存
在
」
闇
貯
の
搾
匿
①
げ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
》
男
葺
ω
8
審
①
酵
《
は
述
語
を
一
切
有
つ
こ
と

　
　
の
出
来
な
い
働
き
の
な
い
主
語
で
あ
る
、
否
、
　
一
切
の
述
語
を
排
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
わ
ず
か
に
己
れ
の
自
己
同
一
を
確
保
し
得

　
　
る
に
過
ぎ
な
い
と
こ
ろ
の
、
従
っ
て
こ
の
自
己
同
…
も
他
者
（
述
譜
）
に
よ
り
認
め
ら
れ
承
認
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
の
、
孤
立
的
主
語

　
　
で
あ
る
。
主
訴
の
霞
己
同
一
を
保
つ
こ
と
の
み
で
精
一
杯
の
主
語
で
あ
る
。
主
語
は
個
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
亦
孤
で
あ
る
。

器3　
　
　
　
　
　
へ
達
ゲ
ル
『
精
神
現
象
学
』
に
於
け
る
「
幽
意
識
」
の
研
究
序
説
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
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五
二

743
　
「
対
自
独
存
存
在
」
閃
錦
誘
答
げ
も
。
①
曽
と
い
う
に
、
ば
、
個
の
意
味
と
共
に
こ
の
孤
の
面
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
「
し
か
し
な
が
ら
、
他
者
も
亦
同
様
に
、
一
つ
の
自
意
識
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
こ
に
於
い
て
、
個
体
に
対
し
て
個
体
が
登
場
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
無
媒
介
的
直
接
的
に
登
場
す
る
場
合
、
各
個
は
互
に
他
に
対
し
て
は
（
即
ち
逆
に
言
え
ば
、
互
に
他
か
ら
見
れ
ば
）

　
　
通
常
一
般
の
（
あ
り
ふ
れ
た
）
対
象
と
い
う
在
り
方
に
於
い
て
あ
る
ω
δ
④
民
｛
貯
虫
嚢
鼠
㊤
ぢ
創
Φ
同
薪
能
①
σ
Q
①
ヨ
魚
器
同
○
①
α
臼
①
霧
捗
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

　
　
警
山
Φ
。
即
ち
各
緬
は
こ
こ
で
互
に
他
に
対
し
て
は
（
つ
ま
り
互
に
他
か
ら
見
れ
ば
）
、
霞
立
的
な
形
態
総
N
穿
ミ
嵩
ミ
継
馬
○
Φ
珍
開
け
で
あ
り
、

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
生
命
と
い
う
存
在
1
と
い
う
の
は
、
こ
こ
で
は
存
在
す
る
対
象
鳥
興
ω
魚
窪
匙
①
○
③
α
q
9
湾
㊤
跡
偽
は
生
命
と
し
て
規
定
さ
れ
た
の
で
あ
る

　
　
か
ら
ー
ー
の
中
へ
埋
没
し
て
い
る
骨
牌
識
に
過
ぎ
な
い
」
（
G
Q
「
鼠
ω
）
。
　
「
自
意
識
」
は
「
対
自
独
存
存
在
」
と
し
て
、
他
老
を
排
斥
す
る
こ

　
　
と
に
於
い
て
孤
立
約
自
己
岡
引
的
主
語
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
く
排
斥
さ
れ
た
「
他
」
も
空
様
に
一
つ
の
「
慮
肝
心
識
」
で
あ
り
、

　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
こ
の
「
他
」
か
ら
見
れ
ば
、
宙
己
岡
｝
的
「
対
霞
聖
血
存
在
」
と
い
う
孤
立
的
「
佃
劉
」
も
決
し
て
孤
立
的
「
個
別
」
で
は
な
く
、
　
「
通

　
　
常
共
通
的
な
対
象
」
α
q
①
白
。
ぎ
窪
○
①
σ
q
讐
馨
舞
繕
、
　
「
生
命
と
い
う
存
在
の
中
へ
埋
没
し
て
い
る
意
識
」
に
過
ぎ
な
い
。
即
ち
そ
れ
は
、
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
か
ら
見
れ
ば
、
生
命
的
一
般
者
の
中
に
埋
も
れ
て
い
る
意
識
の
一
つ
と
し
て
、
　
「
通
常
の
」
、
つ
ま
り
生
命
一
般
に
「
共
通
な
」
　
び
9
㊦
導
鉱
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
対
象
に
過
ぎ
ず
、
決
し
て
孤
立
的
「
慨
別
」
嬢
§
①
ぎ
＄
で
は
な
い
。
そ
れ
が
霞
立
的
で
あ
る
と
君
っ
て
も
、
そ
れ
は
、
生
命
を
持
つ
個

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
物
が
夫
々
持
っ
て
い
る
「
自
立
的
形
態
」
。
・
①
ぎ
。
。
薮
コ
島
σ
q
①
Q
＄
露
剛
の
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
排
他
的
「
対
自
独
存
存
在
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
（
の
Φ
鼠
ω
ω
剛
ρ
Φ
搾
く
§
。
。
圃
。
プ
も
・
亀
込
）
は
実
は
》
σ
q
⑦
ヨ
Φ
凶
類
霧
○
Φ
α
q
㊦
コ
。
。
＄
o
餌
《
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
真
網
（
奢
節
ξ
剛
μ
警
）
な
の
で
あ
る
。

　
　
し
か
し
な
が
ら
無
論
こ
こ
で
は
こ
の
真
相
は
、
こ
の
排
他
的
無
媒
介
的
「
尉
霞
賞
罰
存
在
」
に
は
「
明
示
さ
れ
」
て
は
い
な
い
。
何
故
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
ら
、
言
う
迄
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ま
さ
し
く
排
他
的
無
媒
介
的
「
対
自
愚
存
存
在
」
で
あ
る
が
故
に
、
　
「
他
」
に
よ
る
述
語

　
　
づ
け
、
即
ち
こ
の
畜
舎
》
α
q
①
ヨ
①
冒
醇
○
の
σ
q
Φ
振
替
μ
窪
《
と
い
う
述
語
を
持
つ
こ
と
が
は
じ
め
か
ら
不
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す

　
　
れ
ば
、
排
他
的
無
媒
介
的
「
対
自
独
存
存
在
」
目
》
σ
Q
Φ
ヨ
の
ぎ
霞
O
Φ
q
q
魯
琢
曽
コ
伽
《
と
い
う
真
相
（
判
断
）
は
、
こ
こ
で
は
「
我
々
に
対
し

　
　
て
」
の
み
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
も
う
一
つ
の
「
他
の
自
意
識
」
に
と
っ
て
も
「
囲
示
さ
れ
」
て
は
い
な
い
。
と
言
う
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も

の
は
、
こ
こ
で
は
「
他
」
も
同
様
に
無
媒
介
的
「
対
準
急
存
存
在
」
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
各
霞
は
彼
以
外
の
「
他
」
を
「
対

へ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

自
独
存
存
在
」
と
し
て
確
信
す
る
こ
と
は
な
く
、
知
っ
て
い
る
の
は
》
σ
q
Φ
導
Φ
ぎ
殺
○
の
σ
q
o
四
一
p
。
癖
島
《
と
し
て
の
「
他
」
で
あ
る
。
郡
ち
各

自
に
は
、
　
「
他
」
一
1
》
α
q
⑦
簿
φ
『
Φ
H
O
①
σ
q
o
湯
露
嵩
瓢
《
と
い
う
判
断
は
与
え
ら
れ
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
「
他
」
が
「
風
雲
独
存
存
在
」

で
あ
る
と
い
う
判
断
は
「
朔
示
さ
れ
」
て
は
い
な
い
。
各
日
は
ま
た
、
　
「
他
」
H
》
σ
q
①
諺
①
ぴ
賃
O
o
σ
q
o
謎
繋
5
島
《
に
於
い
て
、
こ
の
》
σ
q
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

日
。
目
窪
○
①
σ
q
o
睡
魔
鍵
藁
《
が
同
時
に
ま
た
実
は
自
己
自
身
で
も
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
な
い
故
に
、
右
の
判
断
が
岡
時
に
「
他
」
1
1

》
σ
q
o
讐
①
げ
禽
○
①
α
q
o
霧
三
巴
《
（
自
）
で
あ
り
、
従
っ
て
》
σ
q
2
琴
ぎ
霞
○
Φ
σ
q
o
豪
欝
築
島
《
に
於
い
て
事
忌
は
「
共
通
」
で
あ
り
、
他
即
宙
、

自
即
他
で
あ
る
こ
と
を
、
即
ち
自
即
対
象
、
対
象
即
自
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
右
の
理
由
か
ら
、
こ
こ
で
各
々
の
「
自
立
思
識
」
に
と

っ
て
成
立
し
得
る
の
は
、
他
」
洞
》
讐
ヨ
Φ
館
興
O
o
閃
㊦
霧
欝
¢
山
《
と
い
う
判
断
の
み
で
あ
り
、
e
「
他
」
1
1
》
畿
Φ
田
。
ぎ
㊤
○
①
σ
q
①
鵠
ω
㌶
p
匙
《

へ
自
）
、
⇔
「
自
」
1
1
》
σ
q
⑦
臼
⑦
汐
興
O
o
σ
q
¢
霧
窮
旨
犠
《
（
他
）
、
㊨
「
自
」
H
》
σ
q
①
ヨ
①
冒
禽
O
£
o
霧
｛
銭
尉
ロ
《
（
自
）
の
判
断
は
す
べ
て
不
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

　
我
々
に
と
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
排
他
的
無
媒
介
的
「
対
自
独
存
存
在
」
H
》
α
q
o
ヨ
①
言
興
O
の
σ
q
o
霧
気
嵩
伽
《
と
い
う
送
致

（
判
断
）
で
あ
り
、
右
の
e
、
⇔
、
⇔
の
包
括
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
上
に
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
の
判
断
は
こ
の
判
断
自
身
の
内
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

に
於
い
て
矛
盾
的
で
あ
る
。
何
故
．
な
ら
、
》
σ
q
①
ヨ
Φ
写
興
○
①
α
奄
魯
ω
㌶
巳
《
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
対
霞
独
身
存
在
」
は
真
に
》
国
議
。
。
δ
駐
㊦
ぎ
《

で
あ
る
こ
と
は
出
来
ず
、
こ
の
述
語
に
よ
っ
て
主
語
膚
身
（
（
｝
①
藝
一
も
像
ψ
プ
Φ
山
海
　
く
○
一
P
　
o
Q
一
〇
｝
固
　
o
陰
O
＝
》
①
捗
）
が
否
定
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で

あ
る
。
即
ち
排
他
的
無
媒
介
的
「
対
自
独
存
存
在
」
躍
》
α
q
Φ
ヨ
①
げ
興
○
①
σ
q
㊦
霧
鐙
β
氏
《
と
い
う
真
諦
は
、
こ
の
真
相
自
身
に
よ
っ
て
止
揚

さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
現
象
学
納
に
言
え
ば
、
若
し
右
の
真
桑
が
主
語
自
身
（
無
媒
介
的
「
対
自
独
裁
存
在
漏
、
即
ち
○
Φ
≦
冨
ω
ゲ
Φ
諦

く
。
コ
。
。
8
げ
。
・
位
ぴ
段
）
に
明
示
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
主
語
な
る
》
○
①
署
冨
ω
ゲ
②
ば
く
○
嵩
。
・
搾
ぴ
。
。
鮎
ぴ
。
。
棊
肖
身
が
止
揚
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
上
述
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
の
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
の
判
断
は
判
断
の
中
の

　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

「
主
語
」
に
対
し
て
は
闘
示
さ
れ
得
な
い
構
造
な
の
で
あ
る
。
若
し
明
示
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
、
そ
の
瞬
間
こ
の
判
、
断
そ
の
も
の
が
く
ず
れ

　
　
　
　
ヘ
ー
ゲ
ル
『
門
田
神
現
象
巌
ず
』
に
於
け
る
「
肉
〔
慢
心
識
」
の
研
一
究
序
白
岡
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
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哲
学
研
究
　
第
五
百
十
一
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
窪

る
よ
り
他
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
真
相
（
判
断
）
が
我
々
に
対
し
て
の
み
あ
る
所
以
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
次
に
展
開
さ
れ
る
「
明
示
」

と
の
対
比
に
於
い
て
一
層
明
確
に
さ
れ
る
筈
で
あ
る
。

　
無
媒
介
的
直
接
的
な
自
他
の
「
両
自
意
識
」
は
、
互
に
他
か
ら
見
れ
ば
、
》
σ
q
Φ
ヨ
①
ぎ
興
O
①
α
Q
Φ
ω
白
鼠
《
と
い
う
在
り
方
に
於
い
て
あ
り
、

「
生
命
と
い
う
存
在
の
中
へ
埋
没
し
て
い
る
意
識
」
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
こ
れ
ら
「
埋
没
的
両
意
識
」
は
、
　
「
絶
対
的
な
捨
象
・
抽
幽

勲
⑱
簿
げ
ω
o
ぎ
冨
》
ぴ
ω
霞
舞
諜
。
⇒
の
運
動
、
即
ち
一
切
の
直
接
的
無
媒
介
的
な
存
在
を
絶
滅
し
以
て
純
粋
に
否
定
的
な
存
在
と
し
て
ひ
た
す

ら
自
己
同
一
無
意
識
な
り
と
す
る
絶
対
的
な
捨
象
・
抽
出
の
運
動
」
隻
。
し
d
Φ
≦
Φ
σ
q
¢
づ
α
q
儀
興
㊤
冨
。
倒
け
窪
》
げ
ω
霞
⇔
ぎ
δ
P
蹴
冨
ω
螺
昌
ヨ
蕉
Φ
ゲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

げ
震
①
の
N
q
〈
巽
集
σ
q
㊦
P
¢
雛
仙
口
垣
同
歯
⇔
ω
話
岡
⇒
需
α
Q
簿
写
。
ω
魯
μ
侮
Φ
ω
。
。
ざ
げ
ω
9
ぴ
。
。
お
葱
。
び
①
⇔
じ
d
Φ
≦
⊆
準
。
・
①
ぎ
ω
建
零
ぎ
を
「
互
に
他
に
対

へ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

し
て
は
（
即
ち
逆
に
言
え
ば
、
互
に
他
か
ら
見
れ
ば
）
鳶
㌧
，
§
§
ミ
ミ
、
未
だ
成
就
し
て
は
い
な
い
。
「
換
言
す
れ
ば
こ
れ
ら
両
意
識
は
自

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

分
が
純
粋
な
対
自
独
存
存
在
即
ち
自
意
識
な
り
と
未
だ
相
互
に
明
示
し
合
っ
て
い
な
い
」
o
餌
。
居
。
。
δ
冨
扁
∪
曾
臨
。
プ
8
0
ゲ
凱
。
窯
節
ぢ
目
①
ぎ
㊦
ω

、
気
論
特
書
亀
き
昏
毘
巴
。
・
浄
N
穿
吾
①
≦
¢
辱
ω
の
ぎ
島
錠
σ
Q
①
翼
。
回
搾
ω
■
ば
も
。
●
こ
こ
で
》
象
Φ
9
ぴ
ω
○
ぎ
δ
≧
）
。
・
霞
鋤
一
（
鼠
。
部
《
と
言
う
の
は
、
す
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

て
の
直
接
的
無
媒
介
的
存
在
を
否
定
捨
象
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
即
ち
こ
こ
で
は
密
接
的
な
「
生
命
と
い
う
存
在
」
を
捨
象
す
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

よ
っ
て
、
　
「
生
命
と
い
う
存
在
の
中
へ
埋
没
し
て
い
る
黒
田
識
」
を
そ
の
中
か
ら
抽
出
す
る
こ
と
、
し
か
も
そ
れ
を
「
純
粋
に
何
処
ま
で
も

否
定
的
な
存
在
」
即
ち
「
自
己
同
｝
の
意
識
」
と
し
て
抽
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。
捨
象
・
抽
撮
と
は
、
物
の
場
合
に
は
、
或
る
部
分
乃
至
成

分
を
捨
象
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
の
部
分
乃
至
成
分
を
抽
出
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
そ
の
場
合
に
は
、
捨
象
・
抽
出
の
働
き

は
は
じ
め
か
ら
捨
象
・
抽
出
さ
れ
た
も
の
と
は
別
に
、
そ
の
外
に
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
》
諺
げ
。
。
絆
欝
鵠
§
《

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

の
働
き
の
主
体
は
「
生
命
と
い
う
存
在
の
中
へ
埋
没
し
て
い
る
意
識
」
で
あ
り
、
捨
象
・
抽
出
さ
る
べ
き
も
の
も
「
生
命
と
い
う
存
在
の

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

中
へ
埋
没
し
て
い
る
意
識
」
で
あ
る
。
郡
ち
そ
れ
は
、
　
「
一
切
の
直
接
的
無
媒
介
的
存
在
」
を
捨
象
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
し
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

捨
象
す
る
働
き
に
よ
っ
て
の
み
且
つ
こ
の
働
き
と
し
て
の
み
、
は
じ
め
て
、
な
く
て
は
な
ら
ぬ
抽
出
す
べ
き
も
の
が
「
純
粋
に
何
処
ま
で

も
否
定
的
な
（
働
き
の
）
存
在
」
（
従
っ
て
そ
の
否
定
の
働
き
に
於
て
且
つ
働
き
と
し
て
「
自
己
同
一
の
意
識
」
）
と
し
て
闘
淵
か
れ
て
来
る



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
と
い
う
、
　
「
自
意
識
」
そ
の
も
の
の
即
ち
「
自
意
識
」
に
よ
る
「
自
意
識
」
そ
の
も
の
の
i
》
諺
び
ω
欝
鋳
臨
§
《
に
他
な
ら
な
い
。
或
る

　
　
直
接
的
存
在
が
先
ず
そ
し
て
最
後
ま
で
捨
象
の
働
き
と
し
て
あ
っ
て
、
そ
う
し
て
そ
れ
が
他
の
直
接
的
存
在
を
捨
象
し
、
更
に
他
の
直
接

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
的
存
在
を
抽
出
す
る
と
い
う
の
で
は
、
　
こ
切
の
」
直
接
的
存
在
を
捨
象
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
捨
象
の
働
き
と
抽
膨
さ
る
べ
き
も

　
　
の
が
別
々
に
あ
り
、
し
か
も
は
じ
め
か
ら
抽
出
さ
る
べ
き
も
の
が
捨
象
の
働
き
か
ら
離
れ
て
直
接
的
無
媒
介
的
に
存
在
し
て
い
る
と
い
う

　
　
の
で
は
決
し
て
な
い
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
捨
象
の
働
き
と
抽
出
さ
る
べ
き
「
否
定
的
な
存
在
」
と
は
「
つ
で
あ
る
。
そ
の
働
き

　
　
が
》
鎚
9
錺
8
贈
呈
《
で
あ
り
、
》
伽
鎚
ω
二
ず
口
《
さ
れ
る
も
の
は
こ
の
》
号
誘
け
匿
曾
《
の
働
き
へ
否
定
的
存
在
）
そ
の
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
抽
出
さ
る
べ
き
も
の
は
直
接
的
存
在
の
中
の
何
処
に
も
な
い
。
そ
う
で
な
く
て
は
二
切
の
直
接
的
存
在
」
の
捨
象
と
は
言
え
な
い
筈
で

　
　
あ
る
。
こ
の
》
》
ぴ
の
霞
効
｝
（
蔦
。
跡
《
が
》
帥
げ
。
。
9
葺
《
と
形
容
さ
れ
て
い
る
所
以
で
あ
る
。
こ
の
》
諺
び
。
。
嘗
鶯
窪
δ
謬
《
の
運
動
を
各
自
は
、
互
に

　
　
他
に
対
し
て
即
ち
互
に
他
か
ら
見
て
も
は
っ
き
り
そ
れ
で
あ
る
と
判
る
よ
う
に
、
成
就
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
、
若
し
そ
れ

　
　
を
成
し
得
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
各
自
は
直
接
的
無
媒
介
的
「
対
自
昼
過
存
在
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
互
に
他
か
ら
見
れ
ば
》
σ
q
①
巳
Φ
菅
韓

　
　
○
①
σ
q
Φ
5
ω
霊
⇔
幽
《
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
、
自
己
を
純
粋
「
対
自
独
和
存
在
」
と
し
て
他
の
眼
前

　
　
に
は
っ
き
り
と
見
せ
る
こ
と
郡
ち
他
に
対
し
て
「
明
示
す
る
」
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

　
　
　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
は
未
だ
各
自
は
、
こ
の
》
勲
げ
ω
○
ξ
欝
》
蕃
霞
¢
謀
δ
質
《
　
の
運
動
を
、
互
に
他
の
眼
の
前
に
は
っ
き
り
と
示
す

　
　
仕
方
で
成
し
遂
げ
て
い
な
い
。
　
「
怠
意
識
」
は
始
め
は
単
に
他
を
我
か
ら
排
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
単
に
我
は
我
也
と
す
る
軽
忽
同
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
各
自
は
か
か
る
膚
己
同
一
と
し
て
自
己
自
身
を
確
信
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
単
に
排
他
的
に
の
み
成

　
　
賦
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
場
合
他
者
を
確
僑
し
て
は
い
な
い
。
二
戸
が
実
は
ど
う
い
う
存
在
で
あ
る
か
を
確
儒
す
る
こ
と
が
な
い
。

　
　
即
ち
こ
の
場
合
、
他
者
も
自
己
と
同
様
に
、
彼
の
他
者
（
こ
の
中
に
は
当
然
葭
己
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
）
を
排
除
す
る
こ
と
に
よ
り
、

　
　
他
者
自
身
の
自
己
同
一
に
於
い
て
霞
己
確
信
性
を
持
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
各
自
の
排
他
的
自
己
確
信
性
は
、
そ
の
誹
除
さ
れ

　
　
た
他
己
の
｛
田
己
確
儒
性
に
よ
っ
て
実
は
逆
に
排
除
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。

773　
　
　
　
　
　
へ
…
ゲ
ル
『
精
神
現
象
学
』
に
於
け
る
「
自
意
識
」
め
研
究
序
説
e
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
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哲
必
で
研
究
　
　
第
五
冨
十
一
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
穴

　
「
各
膚
は
自
己
慮
身
を
確
信
し
て
は
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
他
者
を
確
儒
し
て
は
い
な
い
。
従
っ
て
各
自
窃
身
の
自
己
確
信
性
○
Φ
≦
浅
－

冨
臨
く
§
。
。
8
ぴ
こ
。
色
蕃
酔
は
未
だ
乏
鋳
臣
Φ
搾
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
各
自
の
く
舜
げ
島
⑦
搾
　
と
は
、
各
自
憂
身
の
対
自
独
者
存
在
が

自
立
的
対
象
と
し
て
各
自
に
闘
示
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
、
即
ち
同
じ
こ
と
で
あ
る
が
、
対
象
が
こ
の
純
粋
な
自
己
確
信
性
と
し
て
明
示
さ

れ
た
こ
と
以
外
に
は
あ
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
」
審
傷
。
ω
冨
酋
芝
〇
三
も
・
㊧
琴
同
。
・
①
囲
げ
も
・
僅
σ
喬
②
毛
覇
”
餌
ぴ
露
雌
搾
熱
傷
①
。
・
㊤
影
像
費
P
鱗
雛
傷
畠
鶏
⊆
ヨ

冨
叶
ω
白
票
。
斜
器
O
o
鼠
ゆ
冨
一
嘗
く
曾
G
。
8
げ
ぎ
鯵
落
貯
⑦
タ
或
廷
お
三
鳥
窪
胃
。
・
o
貯
①
芝
夢
島
Φ
湾
≦
弩
Φ
禦
が
号
ゆ
ω
⑦
富
鉱
α
q
器
ω
男
口
㌘

露
出
。
。
の
ぎ
臨
画
酵
旨
巴
。
・
ω
巴
ぴ
。
。
蘇
巳
剛
α
Q
興
○
①
α
q
Φ
塁
爪
糞
F
o
α
巽
黒
房
費
鴇
⑦
笹
①
一
ω
薄
鼠
践
○
£
o
湧
恥
き
仙
臨
簿
9
一
ω
象
窃
⑦
器
ぎ
①
Ω
？

≦
ま
｝
お
騨
ω
o
ぎ
袋
。
・
色
ぴ
。
・
件
鳥
鍵
σ
Q
①
簿
⑦
｝
ぎ
甥
欲
界
ψ
H
駆
。
。
～
ド
澄
「
こ
の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
語
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
と
言
う
の
は
、
こ
の
語
の

理
解
が
、
以
下
の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
叙
述
∪
餌
差
件
Φ
一
眼
昌
σ
q
、
特
に
「
生
死
の
闘
い
」
の
終
結
に
至
る
ま
で
の
叙
述
を
解
明
す
る
た
め
に
必
須
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
自
己
霞
身
の
「
対
自
唐
戸
存
在
」
　
（
自
）
が
「
自
立
的
対
象
」
　
の
亀
）
ω
薮
癖
臼
σ
q
葭
O
o
α
q
窪
写
象
凱
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

「
明
示
さ
れ
る
こ
と
」
、
し
か
も
こ
の
こ
と
が
「
自
に
」
　
（
こ
こ
で
は
》
讐
ヨ
《
）
明
示
さ
れ
る
こ
と
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
る
の
か
。

即
ち
「
対
慮
独
存
存
在
」
疑
「
脚
立
的
対
象
」
と
い
う
判
断
（
統
一
）
が
成
立
し
、
し
か
も
こ
の
判
断
全
体
が
「
我
々
に
憎
し
て
」
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

う
よ
り
、
こ
の
判
断
の
中
の
主
語
に
対
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
る
の
か
。
又
そ
れ
は
如
何
に
し
て
可

能
で
あ
る
の
か
。

　
「
直
接
的
排
他
的
孤
立
的
対
自
独
存
存
在
」
は
、
互
に
他
か
ら
見
れ
ば
、
実
は
》
α
q
2
謬
。
ぎ
興
O
o
α
q
o
霧
停
m
5
（
奥
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
換

言
す
れ
ば
、
そ
こ
で
は
各
自
は
互
に
他
を
》
α
q
o
ヨ
。
ぎ
禽
○
ゆ
α
q
の
湧
＄
博
山
《
と
し
て
見
て
い
た
。
そ
こ
で
》
α
奄
ゆ
ヨ
鼠
質
窪
の
①
σ
q
Φ
霧
鍵
β
臼
《
と

は
、
各
自
が
自
己
の
外
に
他
と
し
て
見
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
他
と
し
て
対
象
と
し
て
見
る
も
の
が
、
更
に
「
他
か
ら
見
れ
ば
砿
、

実
は
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
慮
に
轟
て
は
ま
る
の
で
あ
っ
た
。
各
霞
の
》
○
①
二
進
げ
①
酷
く
。
欝
ω
搾
び
器
ま
。
。
棊
は
他
か
ら
見
れ
ば
》
σ
q
Φ
ヨ
①
ぎ
震

O
①
σ
q
魯
ω
鍵
鐸
山
《
と
し
て
し
か
見
え
な
い
。
欝
が
他
に
於
い
て
対
象
的
に
見
て
い
た
も
の
が
、
実
は
自
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
の
外
で
（
》
○
？

署
浅
ぴ
①
習
く
。
欝
。
。
ざ
げ
ω
色
ぴ
簿
《
の
外
で
即
ち
こ
こ
で
は
「
他
か
ら
見
れ
ば
」
と
い
う
対
象
客
観
的
な
場
で
）
、
霞
の
客
観
的
な
真
相
で
あ
っ



　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
し
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
モ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
し
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
モ
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へ
　
　
も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
し
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
　
た
。
外
に
対
象
と
し
て
他
と
し
て
見
て
い
た
も
の
が
、
そ
の
実
自
の
知
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
慮
そ
の
も
の
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
《
○
？

　
　
≦
淡
財
Φ
騨
く
○
嵩
臨
。
ぴ
器
ぴ
ω
峰
《
の
知
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
、
》
○
Φ
芝
注
げ
①
騨
《
と
そ
の
》
○
㊦
α
q
の
三
三
⇒
氏
《
と
の
統
一
（
判
断
）
が
》
ゼ
く
p
自
｝
属
げ
①
匿
《

　
　
と
し
て
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
》
α
q
①
ヨ
Φ
ぎ
曾
○
①
α
q
o
霧
㌶
欝
傷
《
と
は
、
他
で
あ
る
と
共
に
自
の
知
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
自
そ

　
　
の
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
》
O
o
≦
膨
落
口
く
8
。
。
8
財
ω
①
8
伍
棊
へ
自
）
”
》
σ
q
⑦
導
魚
⇔
費
O
o
σ
q
窪
。
。
寳
霞
α
《
（
他
、
或
は
臨
）
と
い
う
判

　
　
断
は
「
我
々
に
対
し
て
」
の
み
あ
り
、
こ
の
判
断
自
身
の
中
の
主
語
即
ち
》
O
o
≦
浅
7
0
温
く
。
嶺
。
。
貯
財
ω
亀
）
。
・
け
《
に
は
「
明
示
さ
れ
」
て
い

　
　
な
い
。
逆
に
言
え
ば
、
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
そ
れ
は
「
単
」
に
》
○
①
≦
膨
げ
。
津
《
で
あ
り
、
対
象
客
観
的
な
述
語
を
持
つ
こ
と
が
出
来
な
い

　
　
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
各
霞
の
「
排
他
的
直
接
的
対
爵
独
存
存
在
」
が
他
か
ら
見
れ
ば
》
σ
q
①
ヨ
①
ぎ
興
○
Φ
σ
q
o
霧
錺
昌
島
《
で
あ
る
と
す
る

　
　
と
き
、
こ
の
》
同
貯
餓
畠
ω
臨
棊
一
1
》
σ
q
①
ヨ
①
言
違
O
o
σ
q
o
霧
露
巳
《
と
い
う
判
断
は
、
　
「
他
か
ら
見
れ
ば
」
と
い
う
と
き
の
他
に
対
し
て
は
、

　
　
】
見
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
し
か
し
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
他
も
同
様
に
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ヘ
　
　
ヘ
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ヘ
　
へ

　
　
「
排
他
的
直
接
的
頬
自
盛
存
存
在
」
で
あ
る
限
り
、
他
の
他
を
》
司
貯
繊
。
ぴ
ω
①
ぎ
《
と
し
て
知
る
こ
と
は
な
く
、
ま
し
て
こ
の
後
老
を
主
語

　
　
と
し
て
措
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
若
し
》
男
鋒
臨
。
寓
①
ぎ
《
と
し
て
他
の
他
を
主
語
と
し
て
措
く
こ
と
が
出
来
た
と
し
た
ら
、
他
は
最

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
早
自
身
「
排
他
的
直
接
的
対
自
独
存
存
在
」
即
ち
排
他
的
孤
立
的
主
語
で
は
な
く
な
る
筈
で
あ
る
。
従
っ
て
塾
し
こ
こ
で
各
自
が
判
断
し

　
　
得
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
せ
い
ぜ
い
「
他
」
襲
「
通
常
共
通
的
対
象
」
と
い
う
陳
腐
的
な
判
断
に
過
ぎ
ず
、
決
し
て
》
男
9
、
琶
畠
ω
。
ぎ
《
1
一

　
　
》
σ
q
①
ヨ
。
ぎ
2
0
㊦
σ
q
窪
。
。
審
匿
《
と
い
う
判
断
で
は
な
い
。
今
一
度
言
え
ば
、
こ
こ
で
は
宙
は
「
排
他
的
直
接
的
対
自
筑
豊
存
在
」
と
い
う
孤

　
　
立
的
主
語
と
し
て
あ
り
、
他
は
そ
の
主
語
に
貸
し
て
》
σ
q
の
ヨ
①
『
霧
○
⑦
α
蔓
霧
の
窮
質
匙
《
と
い
う
述
語
を
潜
在
的
に
は
提
供
し
得
る
け
れ
ど
も
、

　
　
自
他
は
共
に
無
媒
介
的
排
他
的
に
「
対
慮
独
存
存
在
」
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
孤
立
的
主
語
及
び
潜
在
的
一
般
的
述
語
は
、
相
互
に
段
ち
霞

　
　
他
と
い
う
場
面
で
は
、
結
び
つ
か
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
孤
立
的
主
語
は
無
媒
介
的
排
述
語
的
「
対
自
独
存
存
在
」
と
し
て
述
語

　
　
を
持
た
ぬ
し
、
又
こ
の
主
語
に
対
し
て
潜
在
的
に
述
語
づ
け
得
る
他
は
こ
こ
で
は
同
様
に
無
媒
介
的
排
主
語
的
「
対
自
独
存
存
在
」
と
し

　
　
て
、
真
に
主
語
（
こ
の
場
合
、
他
の
他
）
を
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
自
他
の
こ
の
関
係
は
、
他
自
的
に
考
え
て
も
即
ち
他
を
孤
立
的
主

脚　
　
　
　
　
　
へ
…
ゲ
ル
『
精
神
現
象
学
』
に
於
け
る
「
自
意
識
」
の
研
究
序
説
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
七
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五
八

80
3
　
語
と
し
た
場
合
で
も
、
上
述
の
こ
と
と
全
く
問
じ
に
な
る
こ
と
は
言
を
侯
た
な
い
。

　
　
　
そ
こ
で
問
題
は
、
　
「
排
他
的
無
媒
介
的
対
自
独
存
存
在
」
難
「
通
常
共
通
的
対
象
」
　
へ
こ
の
判
断
は
判
断
の
中
の
主
語
に
は
明
示
さ
れ

　
　
て
い
な
い
）
と
い
う
我
々
の
判
断
か
ら
、
　
「
純
粋
対
自
独
存
存
在
」
打
㎜
，
自
立
的
対
象
」
と
い
う
判
断
、
し
か
も
こ
の
判
断
全
体
が
判
断

　
　
自
身
の
中
の
主
語
に
明
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
判
断
へ
、
如
何
に
し
て
移
行
し
得
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
後
者
の
判
断

　
　
と
は
、
自
の
「
対
証
人
存
存
在
」
が
他
か
ら
見
て
も
「
自
立
的
対
象
」
　
（
最
早
「
通
堂
共
通
的
対
象
」
で
は
な
く
）
で
あ
り
、
し
か
も
こ

　
　
の
こ
と
が
他
か
ら
「
自
に
」
明
示
さ
れ
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に
は
先
ず
、
e
自
の
「
対
自
思
子
存
在
」
が
上
述
の

　
　
》
盛
①
鯵
ぴ
。
。
o
ざ
8
諺
げ
鼠
算
け
δ
奥
を
遂
行
し
て
、
他
か
ら
見
て
も
「
通
常
共
通
的
対
象
」
た
る
こ
と
を
脱
し
て
「
自
立
的
対
象
」
と
な
ら

　
　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
他
に
対
し
て
「
彼
の
他
」
離
「
自
立
的
対
象
」
た
る
こ
と
が
贋
示
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
も
そ
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
れ
だ
け
で
は
な
く
五
時
に
、
口
他
か
ら
「
彼
の
他
」
　
（
こ
こ
で
は
、
窩
）
に
対
し
て
、
　
「
彼
の
他
」
の
述
語
は
「
自
立
的
対
象
」
で
あ
る

　
　
と
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
到
っ
て
e
及
び
⇔
の
綜
合
と
し
て
、
自
の
「
対
慮
独
存
存
在
」
は
己
れ
の
述
語
を
「
自
立
的
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
象
」
と
し
て
、
他
か
ら
受
け
取
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
自
に
と
っ
て
、
》
○
Φ
≦
ま
丁
①
諜
く
○
降
。
・
剛
。
び
《
…
一
》
ω
色
げ
。
。
陸
9
－
コ
飢
碍
霞
○
①
σ
Q
①
霧
㌶
雷
鳥
《

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
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ヘ
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ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
と
い
う
判
断
が
真
に
成
立
し
て
い
る
か
に
見
え
る
。
し
か
し
こ
れ
で
も
未
だ
不
充
分
で
あ
る
。
と
斯
う
の
は
、
自
は
》
○
Φ
≦
浅
ゲ
①
評
く
。
⇔

　
　
ω
ざ
プ
《
と
し
て
、
自
己
の
述
語
を
》
。
。
鉱
ぴ
ω
薮
昌
黛
σ
q
2
0
①
α
q
窪
調
節
三
島
《
と
し
て
他
か
ら
受
け
取
っ
て
は
い
る
が
（
他
か
ら
示
さ
れ
て
は
い
る

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
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へ

　
　
が
）
、
し
か
し
こ
の
自
己
の
述
語
た
る
》
ω
巴
げ
鰺
轡
象
α
q
角
○
⑦
α
q
窪
。
。
蜜
昌
幽
《
を
　
　
ま
さ
し
く
。
・
①
ぴ
ω
蘇
蜜
お
2
0
①
び
q
窪
段
㊤
嵩
匙
と
し
て
一

　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
未
だ
何
処
に
も
見
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
こ
で
は
、
e
自
は
他
に
よ
っ
て
》
ω
鮎
び
。
。
鼠
嵩
象
σ
q
禽
○
ゆ
α
q
窪
ω
酔
雪
篇
《
と
し
て
述
語
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づ
け
ら
れ
、
◎
且
つ
こ
の
述
語
づ
け
を
示
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
述
語
を
対
象
と
し
て
確
認
し
て
い
な
い
。
即
ち
、
自
己
の
述
語
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ヘ
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ヘ
　
　
　
へ

　
　
を
真
に
述
語
と
し
て
…
対
象
的
に
即
ち
述
語
的
に
1
知
っ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
O
「
自
己
確
信
性
」
に
対
し
て
「
霞
立
憲

　
　
対
象
」
で
あ
る
と
い
う
述
語
が
他
か
ら
与
え
ら
れ
、
⇔
且
つ
こ
の
述
語
づ
け
が
「
自
己
確
信
性
」
に
示
さ
れ
て
い
る
と
共
に
、
し
か
も
、
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⇔
こ
の
「
慮
狂
的
対
象
」
と
い
う
述
語
が
同
時
に
他
の
身
上
に
於
い
て
、
郊
ち
他
と
し
て
現
実
に
対
象
的
に
「
自
己
確
信
性
」
に
明
示
さ



　
　
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
述
語
が
真
に
述
語
的
と
な
っ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
「
自
己
確
慣
性
」
（
主
語
）
に
対
し
て
「
自
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立
的
対
象
」
と
い
う
述
語
が
、
他
か
ら
且
つ
し
か
も
他
と
し
て
真
に
対
象
客
観
的
に
明
示
さ
れ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
肖
な
る
「
対
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ヘ
　
　
へ

　
　
自
書
存
存
在
」
　
（
主
語
）
に
対
し
て
、
他
が
「
自
立
的
対
象
」
と
い
う
述
語
づ
け
を
主
語
自
身
に
示
し
、
こ
の
コ
が
す
」
こ
と
が
真
に
対

　
　
へ
　
　
お
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
象
客
観
的
で
あ
ら
ん
た
め
に
即
ち
「
明
示
」
で
あ
ら
ん
た
め
に
、
他
が
他
自
身
「
自
立
的
対
象
」
と
な
っ
て
自
身
を
述
語
と
し
て
自
に
提

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
む
　
　
む

　
　
供
す
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
自
に
対
し
て
、
他
自
身
が
「
自
立
的
対
象
」
と
な
り
「
自
立
的
対
象
」
と
し
て
明
示
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
れ
る
た
め
に
は
、
ま
さ
し
く
上
述
の
》
象
①
勢
ぴ
ω
○
冥
8
》
ぴ
ω
霞
ゆ
三
一
〇
⇒
《
を
他
が
他
の
自
身
側
か
ら
遂
行
し
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
即
ち
》
臼
①
螢
ぴ
ω
○
『
審
誤
ぴ
。
。
時
聾
寮
一
〇
昌
《
　
の
運
動
を
、
自
他
が
桐
互
に
相
互
に
対
し
て
遂
行
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
各
自
に
と
っ
て
「
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
自
独
存
存
在
」
　
（
霞
）
H
「
禽
立
華
対
象
」
　
（
自
且
つ
他
）
と
い
う
判
断
（
判
断
全
体
が
判
断
中
の
主
語
に
明
示
さ
れ
て
い
る
判
断
）
は
、

　
　
成
立
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
が
こ
こ
で
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
所
以
で
あ
る
。
　
「
こ
の
上
述
の
こ
と
は
、
承
認
の
概
念
か
ら

　
　
言
っ
て
、
他
が
膚
に
対
す
る
が
如
く
に
自
も
他
に
対
し
、
各
誌
、
自
ら
の
身
上
に
於
い
て
自
己
の
行
為
に
よ
る
と
共
に
同
時
に
他
の
行
為

　
　
に
よ
っ
て
、
対
自
独
存
存
在
の
純
粋
な
捨
象
・
抽
出
黛
①
乱
雲
》
錺
財
州
民
§
低
霧
男
離
錺
芭
ρ
。
。
蝕
霧
を
遂
行
す
る
以
外
に
は
、
不
可
能

　
　
な
の
で
あ
る
」
（
ω
．
H
藤
戯
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
》
○
①
≦
ま
冨
皆
く
。
欝
。
。
ざ
財
《
（
自
）
硅
》
ω
Φ
5
ω
＆
鼠
戯
言
○
①
σ
q
①
塁
叶
露
臭
（
自
且
つ
他
）
と
い
う
判
断
が
判
断
の
中
の
主
語
に
対
し
て
成

　
　
坐
す
る
た
め
に
は
、
上
述
の
こ
と
が
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
で
雷
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
》
の
の
≦
蕊
｝
冨
蹄
《
（
主

　
　
語
）
と
そ
れ
の
》
○
①
σ
q
①
霧
鐙
鐸
伽
《
（
述
語
）
と
の
統
一
へ
判
断
）
が
、
こ
こ
で
ヘ
ー
ゲ
ル
の
言
っ
て
い
る
》
＜
雲
霞
冨
津
《
に
他
な
ら
な
い
。

　
　
こ
こ
で
は
》
弓
隠
｝
Φ
搾
《
は
、
単
に
孤
立
的
排
述
語
的
主
語
と
し
て
単
に
排
他
的
に
我
は
我
也
と
す
る
》
の
①
≦
ま
ゲ
①
搾
く
o
p
。
。
瞬
。
ン
《
で

　
　
は
な
く
、
ま
た
単
に
一
般
共
通
的
に
「
対
象
」
的
に
あ
る
の
で
も
な
く
、
両
者
が
媒
介
的
統
一
に
向
っ
て
止
揚
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

　
　
「
純
粋
自
己
確
儒
性
」
1
1
「
自
立
的
対
象
」
の
判
断
が
主
語
（
○
①
書
禦
Φ
騨
く
8
ω
ぽ
げ
）
に
対
し
て
成
立
す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
　
い
。
換
歯
す
れ
ば
、
右
の
判
断
が
成
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
は
単
に
「
通
常
共
通
的
な
対
象
」
で
あ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
》
Ω
Φ
≦
圃
騨

謝　
　
　
　
　
　
へ
…
ゲ
ル
『
糟
神
現
象
学
』
に
於
け
る
「
自
意
識
」
の
研
究
序
説
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
九
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哲
学
研
究
　
　
第
五
酬
温
牽
一
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
○

ぽ
潔
く
○
⇔
ω
ド
び
《
は
、
霞
己
に
明
示
さ
れ
て
い
る
判
断
の
中
で
》
薯
彊
ξ
ぽ
闘
茶
と
成
る
の
で
あ
る
。
各
良
の
「
対
自
独
存
存
在
」
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
む

し
て
他
が
他
自
身
を
「
自
立
的
対
象
」
と
し
て
述
語
と
し
て
提
供
し
得
る
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
に
共
に
幽
艶
が
な
ら
な
け
れ
ば
、
》
≦
ギ

ξ
財
①
謬
《
（
判
断
）
は
自
他
に
対
し
て
成
立
し
得
な
い
。
こ
れ
が
自
他
に
よ
る
他
霞
の
相
互
承
認
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

各
自
の
「
対
霞
独
存
存
在
」
無
「
自
立
的
薄
薄
」
　
（
他
）
、
或
は
周
じ
こ
と
で
あ
る
が
「
対
象
」
　
（
他
）
碁
「
純
粋
自
己
確
信
性
」
　
（
自
）

の
絹
互
媒
介
的
統
一
の
真
相
に
於
い
て
は
、
自
即
他
、
他
即
自
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
慮
他
は
相
互
に
膚
立
的
述
語
と
な
り
得
て
、
相

互
に
己
れ
を
述
語
と
し
て
提
供
し
合
わ
な
け
れ
ば
、
こ
の
真
相
（
判
断
）
の
中
へ
参
入
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
が

ヘ
ー
ゲ
ル
が
「
承
認
の
概
念
」
と
し
て
述
べ
た
こ
と
、
即
ち
「
自
意
識
の
二
重
化
に
於
け
る
統
一
」
感
。
＜
ゆ
鼠
。
℃
鳳
§
α
q
繕
ω
ω
①
霞
・
。
皆
？

≦
窪
窪
。
。
①
剛
家
裁
ω
Φ
ぎ
銭
瞭
P
げ
①
詫
で
あ
り
、
右
の
判
断
に
他
な
ら
な
い
。
以
上
の
ロ
ゴ
ス
に
よ
り
、
真
理
は
排
他
的
孤
立
的
》
O
o
≦
膨
・

び
①
謬
《
　
で
は
な
く
、
こ
こ
で
は
相
互
自
立
的
相
互
承
認
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
か
も
こ
の
真
理
は
単
な
る
一
方
的
承
認
に
よ
っ
て
は
決

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

し
で
真
に
客
観
対
象
的
に
存
在
し
得
な
い
こ
と
〔
上
述
の
⇔
参
照
）
が
閉
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
と
思
う
。

　
「
対
自
独
存
存
在
」
　
（
霞
）
”
「
爵
量
的
対
象
」
　
（
他
）
、
或
は
「
　
対
象
」
　
（
他
）
H
「
純
粋
自
己
確
信
性
」
（
霞
）
の
相
互
媒
・
介
的
真

相
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
い
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
、
以
上
に
於
い
て
半
ば
先
行
的
に
述
べ
て
来
た
。
で
は
現
象
す

る
両
「
自
意
識
」
は
こ
の
彬
互
媒
介
黒
黒
一
判
断
の
中
へ
ど
の
よ
う
に
し
て
入
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
換
言
す
れ
ば
、
上
述
の
》
象
の

節
げ
。
・
o
ざ
8
降
げ
。
。
茸
巴
ハ
飢
○
昌
《
を
両
「
自
意
識
」
は
各
自
ど
の
よ
う
に
遂
行
し
て
ゆ
く
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
「
と
こ
ろ
で
各
膚
が
自
己
を
自
意
識
の
純
粋
な
跨
年
並
鋳
銘
。
濤
と
し
て
明
示
す
る
こ
と
は
、
自
分
は
自
分
の
対
象
的
な
在
り
方
を
純

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

粋
に
否
定
し
た
の
だ
と
示
す
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
自
分
が
隈
定
さ
れ
た
定
有
b
へ
N
逡
§
に
繋
が
れ
て
は
い
な
い
こ
と
を
、
…
…
…
生

（
命
）
に
繋
が
れ
て
は
い
な
い
こ
と
を
示
す
こ
と
に
あ
る
」
○
δ
b
亀
論
器
N
N
§
茜
ω
Φ
ぎ
Φ
壇
⇔
ぴ
興
巴
ω
山
の
鴇
冨
ぎ
①
岡
三
ぴ
の
一
奉
寡
δ
¢
島
霧

ω
豊
禦
げ
㊦
≦
蛋
塗
ω
Φ
ぎ
ω
げ
Φ
。
。
ε
匡
島
鍵
ぎ
》
弩
げ
巴
。
。
器
一
冨
2
の
σ
q
黒
川
〇
⇔
。
。
o
貯
霧
鵯
α
q
①
昌
。
。
轡
旨
旨
。
密
昌
芝
。
冨
藏
N
①
団
σ
q
①
ジ
。
仏
興
①
。
・
慧

N
⑫
σ
Q
②
血
塗
ζ
ぎ
ぴ
霧
旨
旨
巨
霧
b
ミ
§
’
・
σ
q
①
寓
言
津
’
…
…
鉱
。
簿
§
量
。
・
冨
ぴ
。
⇔
⑳
①
百
9
坤
讐
ω
㊦
ぎ
．
ω
し
魔
．
》
山
δ
器
冨
①
》
草



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
　
ω
窪
舞
江
8
儀
⑦
。
。
ω
①
瞥
ω
9
①
≦
鱈
禦
ω
魚
霧
《
と
は
、
　
「
自
意
識
」
に
よ
る
「
自
己
の
対
象
的
な
在
り
方
」
の
否
定
・
捨
象
で
あ
り
、
ま
さ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
く
そ
の
こ
と
に
よ
り
且
つ
そ
の
こ
と
と
し
て
「
自
意
識
」
を
抽
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
「
怠
学
の
対
象
的
な
在
り
方
」
と
は

　
　
何
で
あ
る
の
か
。
そ
れ
は
、
先
の
書
落
に
従
え
ば
、
　
「
生
命
と
い
う
存
在
の
中
へ
埋
没
し
て
い
る
意
識
」
と
し
て
の
在
り
方
、
或
は
換
言

　
　
す
れ
ば
、
　
（
他
か
ら
見
れ
ば
）
「
通
常
共
通
的
な
対
象
」
と
し
て
の
霞
己
の
在
り
方
で
あ
る
。
従
っ
て
「
自
己
の
対
象
的
な
在
り
方
」
と

　
　
は
、
生
命
に
共
通
し
た
身
体
的
意
識
の
在
り
方
で
あ
り
、
今
少
し
唱
般
的
に
言
え
ば
、
他
に
向
う
自
己
の
在
り
方
、
即
ち
「
自
意
識
」
が

　
　
　
へ

　
　
「
自
意
識
」
と
し
て
は
絶
対
捨
象
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
「
意
識
」
、
対
象
的
意
識
の
在
り
方
に
他
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
対
象
的
意
識
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
在
り
方
は
、
や
は
り
、
自
己
の
身
体
に
於
い
て
最
も
身
近
に
且
つ
最
も
具
体
的
に
具
現
さ
れ
て
い
る
。
対
象
的
意
識
の
在
り
方
を
最
も
具

　
　
体
的
に
代
蓑
す
る
も
の
は
身
体
に
他
な
ら
な
い
。
対
象
的
意
識
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
魁
象
は
自
己
の
身
体
で
も
あ
る
。
　
「
生
命
と
い
う

　
　
存
在
の
中
へ
埋
没
し
て
い
る
意
識
」
と
は
、
従
っ
て
他
か
ら
見
て
生
命
に
「
共
通
な
通
常
的
対
象
」
と
は
、
具
体
的
に
は
身
体
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
で
あ
る
。
従
っ
て
「
自
己
の
対
象
的
な
在
り
方
の
純
粋
な
否
定
を
示
す
こ
と
」
　
（
即
ち
「
意
識
」
た
ら
ず
し
て
純
粋
に
「
自
意
識
」
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
リ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
う
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
と
開
示
す
る
こ
と
）
は
、
対
象
意
識
の
す
べ
て
を
そ
れ
の
具
象
化
で
あ
る
と
こ
ろ
の
自
己
の
身
体
に
於
い
て
否
定
し
て
か
か
る
こ
と
、
換

　
　
雷
す
れ
ば
霞
分
の
身
体
を
的
に
し
て
生
命
を
捨
て
て
か
か
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
「
生
（
命
）
伽
諺
い
①
び
①
欝
に
繋
が
れ
て
い

　
　
な
い
の
だ
と
示
す
こ
と
」
、
生
に
固
執
し
て
い
な
い
と
明
示
す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
自
己
の
述
語
は
》
酬
）
皇
胤
塗
春
泥
b
尋

　
　
臆
§
《
　
で
も
な
け
れ
ば
》
篇
目
び
③
ぴ
2
《
で
も
な
い
と
い
う
否
定
判
断
を
先
ず
明
示
す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
テ

　
　
ク
ス
ト
の
イ
タ
リ
ッ
ク
に
さ
れ
た
二
つ
の
語
に
即
し
て
言
え
ば
、
》
b
ミ
町
濤
《
と
い
う
こ
と
を
三
田
の
述
語
と
し
て
は
否
定
し
、
自
己
は

　
　
そ
う
い
う
》
ω
①
騨
《
で
は
な
く
、
自
己
は
自
己
の
「
明
示
」
（
b
§
魚
氣
N
ミ
砧
）
と
し
て
自
己
を
否
定
的
に
》
G
っ
陣
Φ
濠
昌
《
す
る
こ
と
で
な
け

　
　
れ
ば
な
ら
な
い
。
排
他
的
直
接
的
「
自
己
確
認
性
」
の
述
語
は
実
は
「
通
常
共
通
的
対
象
」
で
あ
り
、
そ
の
「
対
象
」
性
は
生
（
命
）
に

　
　
繋
が
れ
た
自
己
の
身
体
性
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
　
「
対
自
独
存
存
在
」
は
真
に
「
対
自
独
存
」
た
る
べ
く
「
自
己
の
対
象
的
な
在
り
方
」
の

　
　
純
粋
な
否
定
と
し
て
自
己
を
窮
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
換
督
す
れ
ば
、
排
他
的
直
接
的
「
自
己
確
信
性
」
の
（
ぬ
揚
的
）
徹
底
は
、

833　
　
　
　
　
　
へ
…
ゲ
’
ル
『
精
神
州
現
象
脚
ず
』
に
於
け
ソ
る
「
儀
蕾
心
識
」
の
研
究
序
説
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
㎝



　
　
　
　
　
　
折
口
巌
ず
研
究
　
　
第
五
質
－
で
一
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二

84
3
　
｝
切
の
対
象
的
な
る
も
の
の
排
除
・
否
定
に
於
い
て
、
遂
に
自
己
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
対
象
即
ち
自
己
の
身
体
を
捨
象
・
否
定
し
て
か

　
　
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
ま
で
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
後
述
の
よ
う
に
、
殺
他
に
ま
で
劉
ら
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
と
こ
ろ
で
「
こ
の
明
示
U
皇
尊
㊦
瓢
§
α
q
は
二
重
の
行
為
で
あ
る
。
他
者
の
行
為
で
あ
る
と
共
に
自
己
霞
身
に
よ
る
行
為
で
あ
る
」
（
ω
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
ド
渣
）
。
　
「
こ
の
明
示
の
行
為
」
は
自
他
ぶ
つ
か
り
合
い
相
互
明
示
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
と
言
う
の
は
、
一
方
か
ら
し
て
「
明
示

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
が
他
者
の
行
為
で
あ
る
限
り
、
各
自
は
他
者
の
死
を
目
指
す
し
　
（
¢
置
蒔
）
、
即
ち
他
者
を
殺
さ
ね
ば
止
ま
な
い
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
他
者

　
　
が
生
命
を
的
に
し
て
来
た
限
り
、
自
己
も
必
然
的
に
（
ド
イ
ツ
語
を
使
う
と
す
れ
ば
、
昌
○
学
毒
窪
黛
σ
q
2
≦
虫
ω
o
に
）
受
け
て
立
た
ざ
る
を

　
　
得
な
い
、
従
っ
て
そ
の
中
に
捲
き
込
ま
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
窮
地
を
脱
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
他
者
が
生
命
を
的
に

　
　
し
て
来
て
い
る
限
り
、
二
言
は
窮
地
転
換
的
に
へ
必
然
的
に
）
他
者
の
死
を
目
指
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
　
「
と
こ
ろ
で
そ
の
こ
と
の
内
に
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
た
、
第
二
の
行
為
即
ち
自
己
自
身
に
よ
る
行
為
が
現
前
し
て
い
る
。
何
故
な
ら
、
他
者
の
死
を
§
指
す
と
い
う
こ
と
の
内
に
は
、
自
己
自

　
　
身
の
生
命
を
賭
け
る
こ
と
α
餌
ω
U
鍵
㊤
器
奪
N
⑦
コ
ら
霧
蝕
α
q
質
。
嵩
い
①
び
窪
G
・
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
（
ω
’
鼠
戯
）
。
一
方
の
「
明
示

　
　
の
行
為
」
は
窮
地
転
換
的
に
（
必
然
的
に
）
他
方
の
「
明
示
の
行
為
」
を
う
な
が
す
。
一
方
が
「
自
己
の
対
象
的
な
在
り
方
の
純
粋
否
定

　
　
と
し
て
自
己
」
を
》
∪
霞
ω
8
一
ド
棊
す
る
こ
と
は
、
他
方
自
身
の
生
命
の
》
○
餌
鑓
霧
①
9
0
棊
を
引
き
起
す
、
即
ち
他
方
二
身
が
「
霞
己

　
　
の
対
象
的
な
在
り
方
の
純
粋
否
定
と
し
て
自
己
」
を
》
U
二
段
Φ
一
冨
冒
す
る
こ
と
と
な
る
。
か
く
し
て
、
　
「
明
示
の
行
為
」
は
自
他
相
互

　
　
に
よ
る
両
同
一
行
為
の
重
な
り
合
い
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
こ
こ
に
於
い
て
「
両
自
意
識
の
関
係
は
、
両
者
が
生
死
を
賭
け
た
闘
い
を
通
し
て
、
互
の
真
な
る
こ
と
を
証
し
合
う
べ
く
且
つ
自
己
自

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
身
の
麗
な
る
こ
と
を
証
す
べ
く
定
め
ら
れ
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
両
者
は
こ
の
闘
い
の
中
へ
入
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
故
は
、
両
者

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
は
、
対
自
独
存
な
り
と
す
る
自
己
確
信
性
を
、
他
者
に
於
い
て
且
つ
自
己
自
身
に
於
い
て
真
理
に
ま
で
高
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で

　
　
あ
る
」
U
旨
く
Φ
誉
巴
ヨ
δ
ぴ
①
凱
①
壇
ω
9
曳
け
ぴ
①
≦
⊆
摯
ω
①
ぎ
［
旦
露
卑
♂
○
ω
○
び
①
ω
訟
ヨ
ヨ
♂
舞
ゆ
ω
冨
ω
ざ
ぴ
ω
蝕
富
け
隣
房
儀
Φ
8
窓
儀
費
儀
鶏
。
げ

　
　
鋤
窪
緊
9
ヨ
登
簿
象
り
①
げ
自
信
⇔
餌
↓
○
仙
富
只
只
ミ
、
§
．
ω
δ
露
霧
ω
窪
ぎ
密
Φ
ω
窪
囚
9
誉
覧
σ
q
①
冨
♪
傷
昌
昌
ω
δ
隣
房
ω
窪
鰯
Φ
0
9



　
　
≦
ま
匿
詫
津
類
同
ω
鉱
冨
計
、
将
、
，
鴇
き
三
二
ミ
N
霞
甫
聾
鯵
①
諦
§
号
竈
鍵
藷
崔
優
凶
鶉
。
昌
剛
げ
g
凶
器
＝
）
馨
。
島
①
ぴ
窪
．
ω
」
魔
。
両

　
　
者
が
「
互
の
真
な
る
こ
と
を
証
し
合
い
」
①
冒
㊤
巳
巽
び
。
芝
讐
器
雛
、
且
つ
そ
の
こ
と
の
中
で
各
自
が
「
霞
己
自
身
の
真
な
る
こ
と
を
証
し

　
　
す
る
」
ω
汐
ぽ
ω
巴
び
ω
瞥
び
①
≦
似
ぼ
①
昌
こ
と
と
は
、
上
述
の
根
互
的
「
明
示
」
に
よ
っ
て
、
各
自
の
》
○
①
≦
ま
ぴ
②
響
く
。
鋤
。
・
ざ
F
誉
、
，
守
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
建
総
§
《
（
主
語
）
に
対
し
て
》
捲
ぎ
①
Z
①
α
q
簿
δ
昌
。
。
①
ぢ
霞
α
q
①
σ
Q
①
器
＆
口
象
畠
轟
轟
①
一
ω
Φ
《
と
い
う
述
語
が
、
e
他
か
ら
へ
自
自
身
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
述
語
と
し
て
、
郊
ち
他
か
ら
も
こ
の
述
語
の
通
り
で
あ
る
と
し
て
）
⑪
且
つ
他
と
し
て
（
他
自
身
が
自
に
対
し
て
「
対
象
」
的
に
こ
の
述

　
　
語
と
な
っ
て
）
、
器
α
Q
銭
く
な
在
方
で
は
あ
る
が
明
示
さ
れ
提
供
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
か
く
し
て
》
○
①
≦
ま
冨
即
く
。
昌
。
。
ざ
劃
蕊
㌧
，
蔑
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
趣
ミ
聴
§
《
（
自
）
目
》
お
ぎ
Φ
乞
Φ
σ
q
鉾
δ
⇔
。
。
①
汐
鶏
α
q
Φ
α
q
①
霧
鉦
嶺
臼
ざ
ゲ
①
昌
暮
色
ω
①
《
へ
自
且
つ
他
）
と
い
う
》
を
質
問
プ
①
蹄
《
が
「
各
自
こ

　
　
（
判
断
自
身
の
中
の
主
語
）
に
対
し
て
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
従
っ
て
こ
の
梢
互
媒
介
的
統
一
の
真
相
の
中
で
、
換
言
す
れ
ば

　
　
相
互
承
認
の
中
で
、
各
自
が
差
押
自
身
を
承
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
右
の
⇔
に
於
け
る
よ
う
に
、
梢
互
媒
介
的
に
各
自
が
互
に
他
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
対
し
て
自
ら
述
語
と
な
り
、
自
ら
を
述
語
と
し
て
明
示
提
供
す
る
こ
と
が
な
い
と
す
れ
ば
、
つ
ま
り
他
を
身
を
以
て
承
認
す
る
こ
と
が
な

　
　
い
と
す
れ
ば
、
従
っ
て
ま
た
他
に
よ
っ
て
身
を
以
て
承
認
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
と
す
れ
ば
、
各
自
の
自
己
承
認
も
無
媒
介
的
に
単
な
る

　
　
》
○
Φ
≦
ま
甥
Φ
搾
く
。
⇒
。
・
置
ン
《
に
と
ど
ま
り
、
真
に
「
対
象
」
客
観
的
に
》
剛
Ψ
Φ
≦
穿
話
コ
《
さ
れ
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
。
　
「
自
己
自
身
の
真
な

　
　
る
こ
と
を
証
し
す
る
」
或
は
「
自
己
自
身
を
真
理
に
す
る
」
。
。
8
げ
。
・
色
寓
一
ぴ
①
≦
讐
H
O
⇔
こ
と
は
、
「
相
互
に
真
理
に
し
合
う
」
Φ
ぎ
一
二
三
興

　
　
ぴ
①
≦
馬
路
面
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
真
に
可
能
と
な
る
。
即
ち
、
　
一
方
的
に
自
の
み
で
は
こ
こ
で
は
》
ぴ
①
義
心
窪
窪
《
へ
真
理
に
す
る
）

　
　
と
い
う
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
そ
れ
故
に
「
自
他
の
両
者
は
こ
の
闘
い
の
中
へ
入
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
。
そ
う
し
て
「
両
者
は
、
対
自
独
存
な
り
と
す
る
自
己
確
信
性

　
　
を
、
他
者
に
於
い
て
且
つ
自
己
自
身
に
於
い
て
真
理
に
ま
で
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
即
ち
、
「
明
示
」
の
二
重
化
に
よ
っ
て
、
》
○
①
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
鼠
穿
驚
く
曾
ω
同
。
賞
鳶
・
、
鴇
專
蓑
隔
§
《
（
塵
）
↓
冠
①
ぎ
Φ
気
①
σ
q
銭
§
毘
⇔
鶏
α
q
Φ
σ
q
①
器
け
ぎ
警
9
窪
を
①
誇
《
（
黒
目
っ
他
）
と
い

　
　
う
》
妻
9
響
ゲ
Φ
謬
《
が
各
自
（
判
断
中
の
主
語
）
に
薄
し
て
、
口
①
α
q
象
等
な
仕
方
で
は
あ
る
が
（
こ
の
昌
①
α
q
簿
ぞ
と
い
う
意
味
に
つ
い
て

853　
　
　
　
　
　
ヘ
ー
ゲ
ル
『
精
神
現
象
学
』
に
於
け
る
「
自
意
識
」
の
研
究
序
説
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
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折
口
嵩
ず
研
究
　
　
簸
叩
五
百
十
一
尋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

は
後
述
す
る
）
、
窮
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
各
自
の
》
O
①
奢
残
ゲ
Φ
禅
く
O
o
餓
o
F
鷲
秘
、
鴇
罫
忌
日
題
詩
《
が
「
他
に
於
い
て
且
つ
自

己
自
身
に
於
い
て
」
（
傍
点
筆
者
）
》
お
ぎ
①
劉
①
σ
Q
簿
δ
欝
ω
蝕
霞
目
σ
q
①
σ
q
①
コ
ω
け
ぎ
錘
銘
捲
昌
乏
鉱
ω
Φ
《
と
い
う
述
語
を
持
ち
、
こ
の
こ
と
に
よ
り

》
○
Φ
零
膨
ず
㊦
搾
く
。
昌
臨
o
F
鳶
鳩
，
鴇
纂
授
黛
題
§
《
へ
主
語
）
が
》
＜
萄
ぼ
ゲ
①
智
《
（
判
断
）
の
中
へ
止
揚
的
に
高
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
》
○
①
註
廓
お
開
《
か
ら
》
＜
舜
｝
肖
げ
Φ
犀
《
　
へ
の
止
揚
的
運
動
を
示
す
動
詞
が
、
上
述
の
イ
タ
リ
ッ
ク
さ
れ
た
》
ゲ
Φ
≦
鱗
響
窪
《
と

い
う
語
に
他
な
ら
な
い
。
・
今
少
し
言
え
ば
、
こ
こ
で
》
≦
鋳
浮
。
翻
《
と
は
、
「
対
自
独
言
存
在
」
　
へ
自
）
琵
（
邑
魯
冨
2
0
α
q
〔
三
9
μ
ω
①
ぎ
巽

σq

ｳ
伽
①
霧
鼓
コ
象
8
げ
①
二
軍
の
冨
①
と
し
て
の
）
「
対
象
」
（
自
且
つ
他
）
、
門
対
象
」
（
他
）
疑
「
自
己
確
信
性
」
（
他
且
つ
自
）
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
百
済
は
「
己
れ
の
対
象
的
な
在
り
方
の
純
粋
否
定
」
を
相
互
に
明
示
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
通
は
、
O
他
者
も
自
己
と
同
様

に
他
者
自
身
の
鼠
己
轟
音
性
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
を
承
認
し
一
「
対
象
」
　
へ
他
）
薩
「
自
己
確
信
性
」
　
（
他
且

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

っ
霞
）
i
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
③
今
迄
の
孤
立
的
排
述
語
的
「
自
己
確
信
性
」
が
単
に
孤
立
的
主
語
で
は
な
く
、
同
時
に
述
語
で
あ

る
こ
と
を
知
り
、
従
っ
て
こ
の
孤
立
的
主
語
が
》
芝
筈
筈
包
棊
（
判
断
）
の
中
へ
止
揚
さ
れ
る
こ
と
を
知
り
、
そ
の
こ
と
は
同
時
に
⇔
各

自
の
主
語
的
「
考
落
確
信
性
」
が
他
者
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
、
且
つ
「
対
象
」
客
観
的
に
述
語
づ
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の

こ
と
を
知
る
こ
と
で
あ
る
一
「
自
己
確
信
性
」
（
自
）
洞
「
対
象
」
（
自
且
つ
他
）
…
。
》
O
o
芝
段
ゲ
Φ
搾
く
9
ρ
ω
ざ
プ
《
が
》
＜
喬
『
跨
①
置
《

に
高
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
孤
立
的
主
語
的
で
あ
っ
た
「
霞
己
確
信
性
」
が
「
対
象
」
的
述
語
を
持
つ
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
同
時
に
、

「
対
象
」
と
い
う
主
語
に
対
し
て
自
ら
述
語
と
な
り
得
る
よ
う
に
、
そ
う
い
う
よ
う
に
「
対
象
」
が
明
示
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
　
「
自
己
確
信
性
」
H
「
対
象
」
、
　
「
対
象
」
鐸
「
膚
己
確
凝
性
」
の
全
体
が
「
真
理
」
で
あ
る
。
　
「
自
己
確
信
性
」
の
「
真
理
」

は
、
排
述
語
的
に
他
を
排
除
す
る
こ
と
で
は
決
し
て
な
く
、
慮
他
帰
港
を
主
語
燵
述
語
と
す
る
相
互
媒
介
的
二
重
判
断
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
し
て
こ
こ
で
》
○
⑦
≦
臨
び
。
直
ぐ
8
。
・
出
窓
《
が
》
毛
筈
警
簿
《
に
高
め
ら
れ
る
た
め
に
、
「
明
示
」
の
二
重
化
即
ち
「
生
死
を
賭

け
た
闘
い
」
は
必
須
の
関
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
べ
て
た
た
か
い
と
い
う
も
の
は
、
そ
の
根
本
に
於
い
て
、
　
》
Ω
㊦
≦
ま
げ
①
同
率
と

》
署
p
。
ξ
プ
①
剛
棊
と
の
閥
の
矛
盾
で
あ
り
、
前
盛
か
ら
後
者
へ
の
高
ま
り
に
於
い
て
前
者
が
止
揚
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
出



　
　
来
る
。
た
た
か
い
の
真
の
原
動
力
は
、
存
在
論
的
な
謙
卑
に
於
い
て
は
、
こ
の
両
者
の
問
の
矛
盾
で
あ
っ
て
、
単
に
人
指
と
人
聞
と
の
聞

　
　
の
対
立
で
は
な
い
。

　
　
　
「
明
示
」
の
統
面
的
工
重
化
は
、
　
「
霞
己
確
信
性
」
1
1
（
お
ヨ
Φ
宕
①
σ
蔓
幾
。
降
ω
①
至
醇
σ
Q
①
σ
q
①
器
鼠
昌
象
畠
①
昌
名
色
ω
Φ
と
し
て
の
）
　
「
対

　
　
象
」
で
あ
り
、
こ
の
判
断
が
判
断
中
の
主
語
に
対
し
て
明
示
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
こ
の
「
真
理
」
に
於
い
て
、
述
語
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
「
対
象
」
　
（
自
且
つ
他
）
は
》
搭
ぎ
Φ
Z
o
σ
q
黛
。
甑
○
昌
器
ぎ
角
σ
q
①
σ
身
⑦
蕊
鼠
滋
】
陣
。
】
お
雛
ぞ
Φ
富
①
《
と
し
て
の
「
信
号
」
で
あ
る
、
己
れ
の
生
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
的
身
体
の
否
定
を
賭
け
て
そ
れ
を
明
示
し
た
霞
己
否
定
的
な
「
対
象
」
で
あ
る
。
即
ち
、
虞
且
つ
他
に
よ
る
こ
の
「
対
象
」
の
二
重
化
は
、

　
　
「
生
死
の
闘
い
」
と
し
て
、
こ
の
「
対
象
」
の
捨
象
を
臼
指
し
、
そ
れ
に
終
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
　
「
霞
己
確
信
性
」
H

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
マ
臨
器
2
①
σ
q
簿
δ
昌
。
。
①
ぎ
霧
α
q
£
Φ
鐸
。
。
銭
コ
山
鵠
。
ゲ
窪
芝
①
富
Φ
と
し
て
の
対
象
」
（
自
且
つ
他
）
と
い
う
「
真
理
」
は
、
こ
の
判
断
中
の
述

　
　
語
を
捨
象
す
べ
く
動
い
て
ゆ
く
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
従
っ
て
そ
の
結
果
は
、
述
語
喪
失
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
判

　
　
断
へ
真
理
）
喪
失
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
「
自
己
確
信
性
」
匹
「
お
営
Φ
Z
Φ
σ
q
樹
心
§
の
Φ
ぎ
O
婦
σ
q
Φ
α
q
Φ
鵠
け
ぎ
象
象
窪
妻
魚
。
・
Φ

　
　
と
し
て
の
対
象
」
　
（
霞
且
つ
他
）
の
判
断
は
、
こ
の
判
断
そ
の
も
の
の
ロ
ゴ
ス
に
よ
っ
て
、
存
続
す
る
こ
と
の
不
堺
能
な
判
断
で
あ
る
、

　
　
消
滅
的
否
定
的
な
判
断
で
あ
る
。
そ
れ
は
消
滅
的
消
極
的
な
相
互
承
認
で
あ
る
。
こ
の
「
真
理
」
の
真
相
は
、
こ
の
「
真
理
」
の
消
滅
で

　
　
あ
る
。
述
語
が
そ
の
磨
己
否
定
の
二
重
化
に
於
い
（
消
滅
酌
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
判
断
も
消
え
て
ゆ
く
よ
り
他
な
い
。
先
に
、
こ
の
判
断

　
　
の
在
り
方
が
ご
①
㈲
螢
凱
く
で
あ
る
と
先
行
的
に
言
っ
て
お
い
た
所
以
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
「
真
理
」
が
消
滅
し
な
い
た
め
に
は
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
「
真
理
」
の
中
で
述
語
が
存
続
的
と
な
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
即
ち
「
対
象
」
が
自
己
否
定
に
於
い
て
同
時
に
自
立
的
で
あ

　
　
へ

　
　
る
よ
う
に
な
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
自
己
否
定
に
於
い
て
同
時
に
自
立
的
で
あ
る
「
対
象
」
こ
そ
、
ヘ
ー
ゲ
ル

　
　
に
従
え
ば
、
「
肖
意
識
」
な
の
で
も
あ
っ
た
。
　
「
自
己
確
信
性
」
1
1
「
自
己
否
定
的
対
象
」
の
「
真
理
」
は
、
　
「
自
己
確
無
性
」
H
「
（
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
し
　
　
へ
　
　
も

　
　
己
否
定
に
於
い
て
同
署
に
）
自
立
的
な
対
象
」
と
な
ら
な
け
れ
ば
、
真
に
存
続
す
る
「
真
理
」
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
「
自
己
確
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
む
　
　
む

解
性
」
（
対
自
独
存
存
在
）
が
雲
立
的
対
象
」
（
他
）
か
ら
王
立
的
対
象
」
（
自
）
と
し
て
、
且
つ
「
自
立
的
対
象
」
（
他
）
と
し
て
、
述

3　
　
　
　
　
　
へ
！
ゲ
ル
『
精
神
現
象
学
』
に
於
け
る
門
霞
意
識
」
の
研
究
序
説
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五



　
　
　
　
　
　
折
廓
学
研
弛
九
　
蟻
〃
五
　
欝
十
一
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
ハ
山
ハ

88
3
　
語
づ
け
ら
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
判
断
全
体
も
真
に
「
対
象
」
客
観
的
に
自
立
し
て
ゆ
く
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
が
今
は
我
々
は
、

　
　
こ
の
消
滅
的
消
極
的
相
互
承
認
に
随
い
、
そ
れ
を
見
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ
　
エ
ゼ
ン

　
　
　
「
生
を
賭
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
自
由
が
、
真
な
り
と
証
し
ぴ
⑦
≦
餌
腎
①
昌
さ
れ
、
自
意
識
に
と
っ
て
本
質
で
あ
る
と
こ
ろ
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
の
は
、
　
（
固
定
的
な
）
存
在
で
も
な
け
れ
ば
、
自
意
識
が
最
初
に
登
場
し
た
場
合
の
直
接
種
無
媒
介
的
な
在
り
方
で
も
な
く
、
生
め
広
が

　
　
り
の
申
に
埋
没
し
て
い
る
こ
と
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
、
却
っ
て
自
意
識
に
と
っ
て
消
減
的
契
機
で
な
い
と
こ
ろ
の
も
の
は
自
意
識
の
許

　
　
に
あ
っ
て
は
現
に
何
一
つ
と
し
て
な
い
こ
と
が
、
か
く
て
自
意
識
は
（
一
切
の
固
定
的
な
存
在
及
び
圃
定
的
な
在
り
方
を
去
っ
た
）
純
粋

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
し
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
対
自
独
存
存
在
に
他
な
ら
な
い
こ
と
が
、
真
な
り
と
証
し
さ
れ
る
。
生
命
を
賭
し
た
こ
と
の
な
い
個
人
は
人
㌘
、
，
勉
§
と
し
て
認
め
ら
れ

　
　
る
で
も
あ
ろ
う
が
、
工
専
的
自
意
識
と
し
て
承
認
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
真
理
に
は
達
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
」
ω
．
H
ぬ
。

　
　
　
自
他
両
「
自
意
識
」
は
共
に
、
こ
の
「
明
示
」
の
二
重
化
に
合
せ
ら
れ
て
、
「
闘
い
」
の
中
に
入
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
》
ω
賦
ρ
鶉
『
器
ぎ
⑦

　
　
窯
①
α
q
象
δ
⇔
難
球
角
σ
q
の
σ
q
①
蕊
陸
餌
邑
一
銘
お
昌
毛
の
富
①
凶
⊆
二
一
σ
q
窪
《
と
し
て
の
「
開
示
」
の
二
重
化
は
、
郡
ち
「
生
死
を
賭
け
た
闘
い
」
に

　
　
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
「
闘
い
」
及
び
そ
れ
の
終
結
を
叙
述
す
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
テ
ク
ス
ト
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
「
各
自
が
己
れ
の
生
を
賭
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
他
者
の
死
を
目
指
す
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
言
う
の
は
、
他
者
は
各
自
に

　
　
と
っ
て
最
早
自
己
三
身
と
し
て
妥
当
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
他
者
の
本
性
は
上
書
に
と
っ
て
一
つ
の
他
と
し
て
明
示
さ
れ
て
来
る
。

　
　
そ
こ
で
各
霞
は
嚢
。
¢
ゆ
2
ω
ざ
ぽ
で
あ
る
。
各
自
は
己
れ
の
自
己
外
存
在
》
g
ゆ
興
忽
。
冨
㊦
5
を
止
揚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
者
伽
霧

　
　
》
⇔
締
①
は
様
々
に
束
縛
さ
れ
た
（
圃
定
的
に
）
存
在
す
る
意
識
で
あ
る
。
各
霞
は
己
れ
の
他
在
諺
欝
餌
興
湊
。
ご
を
純
粋
対
自
独
存
存
在

　
　
と
し
て
即
ち
絶
無
的
否
定
と
し
て
直
観
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
国
ぴ
窪
ω
o
導
出
ゆ
寄
匙
⑳
ω
⇔
珪
仙
①
昌
8
0
伽
仙
㊦
ω
き
山
①
導
鍛
Φ
げ
o
P
重
工
一

　
　
①
ω
給
ぎ
ピ
①
び
①
鵠
山
⇔
奏
器
①
言
陸
W
α
露
⇔
魯
の
湯
雛
紆
①
σ
Q
津
勝
星
⇔
こ
誹
拷
Φ
ぼ
巴
。
・
霧
。
・
①
ぴ
暮
口
器
貯
ぐ
計
ω
Φ
⇔
ω
8
蕾
漁
民
ρ
藁
蕎
巴
ω

　
　
①
紗
》
昌
締
霧
紆
び
。
ω
叢
雲
ゆ
興
臨
。
｝
ど
窪
ヨ
嬬
ゆ
ω
Φ
ぎ
》
爆
麟
㊦
誘
更
訂
①
ぎ
鍵
田
｝
邑
）
o
p
一
号
ω
諺
巳
同
魚
馨
ヨ
§
巳
σ
q
臨
巴
叶
凶
α
Q
び
無
き
α
q
①
零
。
・

　
　
質
鐸
仙
器
δ
⇔
傷
①
ω
切
①
≦
鑑
露
ω
魚
⇔
旧
①
。
・
導
蝦
ゆ
ω
Φ
ぎ
》
コ
仙
興
ω
器
ぎ
餌
『
器
ぎ
①
。
。
国
貯
ω
ざ
冨
の
言
○
亀
興
巴
の
㊤
ぴ
ω
○
『
8
2
㊦
σ
q
鶯
江
○
ロ
き
。
。
o
塗
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熱
器
戸
G
Q
．
置
幽
．
こ
の
へ
1
ゲ
ル
の
言
葉
は
実
に
難
解
で
あ
る
。
が
我
々
は
、
上
述
し
て
来
た
こ
と
の
餅
関
に
於
い
て
、
こ
の
言
葉
を
解

明
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
「
闘
い
」
に
於
い
て
、
自
他
両
「
自
意
識
」
は
、
周
定
的
存
在
の
具
象
化
で
あ
る
身
体
の
純
粋
否
定
と
し
て
慮
己
を
示
し
、
そ
れ
の
二

一
重
化
に
於
い
て
こ
の
「
対
象
的
な
在
り
方
」
を
相
互
否
定
に
供
し
合
う
者
と
し
て
、
即
ち
縮
互
に
生
命
を
賭
し
て
㎝
切
の
固
定
的
存
在

を
否
定
消
減
せ
ん
と
す
る
「
純
粋
対
屋
独
存
存
在
」
と
し
て
、
相
互
に
明
示
し
合
う
。
即
ち
慮
己
慮
身
を
そ
の
よ
う
な
述
語
と
し
て
互
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

他
に
与
え
合
う
。
そ
の
点
に
於
い
て
両
者
は
（
統
）
　
一
で
あ
り
、
　
「
対
象
」
　
（
他
）
H
「
純
粋
否
定
的
自
己
確
信
性
」
（
自
）
、
　
「
対
自
独

存
存
在
」
　
（
自
）
1
1
「
宮
己
否
定
的
対
象
」
（
他
）
な
る
判
断
の
統
「
（
ぐ
く
鉱
肖
ぴ
①
δ
で
あ
る
。
轡
型
輿
望
即
他
で
あ
る
。
　
「
我
」
は
敵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

に
於
い
て
却
っ
て
己
れ
と
等
し
き
友
を
見
る
。
が
し
か
し
、
ま
さ
し
く
生
死
の
、
殺
す
か
殺
さ
れ
る
か
の
「
闘
い
」
の
真
中
に
入
る
や
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

様
相
は
全
く
一
変
す
る
。
殺
す
か
殺
さ
れ
る
か
の
中
に
於
い
て
は
、
他
は
最
早
上
述
の
よ
う
に
相
互
に
認
め
合
っ
た
》
お
貯
①
宕
¢
σ
q
幾
。
ロ

。。

盾
ｬ
興
σ
q
⑦
σ
鳶
。
蕊
薄
目
巳
ざ
ン
。
跡
宅
臨
ω
o
《
の
相
と
し
て
は
、
耶
ち
敵
な
る
友
と
し
て
は
明
示
さ
れ
て
来
な
い
。
「
他
者
は
各
自
に
と
っ
て
最

早
自
己
自
身
と
し
て
妥
毫
し
な
い
。
他
者
の
本
性
は
各
自
に
と
っ
て
…
っ
の
他
と
し
て
明
示
さ
れ
て
来
る
」
。
そ
れ
は
、
　
「
対
象
」
　
（
他
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

ー
ー
》
欝
ぎ
Φ
Z
①
σ
q
単
離
。
⇒
弓
葭
①
β
霞
α
q
①
σ
q
①
器
蘇
鄭
巳
け
7
⑦
瓢
名
田
。
。
①
《
（
自
且
っ
他
）
の
》
＜
凝
ζ
プ
Φ
翻
《
が
く
ず
れ
、
自
他
他
異
を
主
語
翌
述

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

語
と
す
る
判
断
が
判
断
の
主
語
に
対
し
て
成
立
し
な
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
他
即
自
で
は
あ
り
得
な
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
今

や
、
　
「
他
」
は
二
つ
の
他
」
で
あ
り
、
　
「
対
象
」
ー
ー
「
対
象
」
の
固
定
的
タ
ウ
ト
ロ
蓬
髪
に
堕
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
今
や
敵
は
、

ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ヘ
　
　
へ

我
が
殺
さ
ん
と
す
る
敵
な
る
敵
で
あ
る
。
敵
は
、
我
が
殺
さ
ん
と
つ
け
狙
う
否
定
さ
る
べ
き
身
体
と
な
る
。
即
ち
敵
は
「
生
命
と
い
う
存

在
の
中
へ
埋
没
し
て
い
る
意
識
」
、
　
「
（
単
に
固
定
的
に
）
存
在
す
る
意
識
」
に
脱
落
一
変
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
霞
他
が
「
霞
分
達
の
最

知
的
な
在
り
方
の
純
粋
否
定
を
示
し
合
う
」
こ
と
は
、
こ
の
上
の
中
か
ら
互
に
「
他
の
対
象
的
な
在
り
方
」
だ
け
を
前
面
に
抽
出
せ
し
め
、

そ
う
し
て
そ
れ
か
ら
そ
れ
を
捨
象
せ
ん
と
す
る
、
い
わ
ば
筈
ω
霞
餌
簿
①
》
げ
ω
窪
印
刷
。
漏
に
　
厚
し
て
し
ま
う
。
　
「
自
分
達
の
対
象
的
な
在

り
方
の
純
粋
否
定
」
の
中
か
ら
、
互
に
「
他
の
対
象
的
な
在
り
方
」
が
抽
出
さ
れ
前
審
に
出
て
来
る
。
何
故
な
ら
、
自
他
は
互
に
他
に
対

　
　
　
　
ヘ
ー
ゲ
ル
『
精
神
現
象
学
』
に
於
け
る
「
痴
意
識
偏
の
研
究
序
説
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
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哲
学
研
究
　
第
五
百
十
一
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八

し
て
こ
れ
を
賭
け
合
っ
た
か
ら
で
あ
る
、
こ
れ
を
》
伽
雲
助
霧
。
欝
Φ
欝
《
へ
表
藏
に
置
く
）
し
合
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
他
が
「
黒
鍵
」
琵
「
対
象
」
と
い
う
固
定
的
タ
ウ
ト
ロ
ギ
ー
と
し
て
現
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
他
は
述
語
的
に
は
流
動
せ
ず
、
従

っ
て
「
魁
慮
独
存
存
在
」
　
（
霞
）
は
「
対
象
」
的
述
語
を
得
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
　
「
対
自
独
存
存
在
」
H
「
対
象
」
の
判
断
は
不
可
能

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
各
自
は
、
》
芝
鶴
げ
浮
①
謬
《
の
中
の
述
語
を
失
っ
た
主
語
と
し
て
、
》
≦
円
売
｝
拓
齢
《
の
中
で
の
三
芳
の
位
麗
を
失
う
。

撃
ち
智
慮
は
、
我
を
失
い
、
蓋
然
自
失
、
鼠
己
を
出
て
膚
己
の
外
へ
、
即
ち
固
定
富
田
ウ
ト
揖
ギ
ー
で
あ
る
他
に
撞
着
し
て
い
る
。
そ
れ

が
》
Φ
ω
（
U
巴
①
。
・
）
碧
鍵
藍
碧
臨
。
｝
回
《
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
主
語
的
に
言
え
ば
、
我
は
か
く
一
変
し
た
圃
定
的
タ
ウ
ト
ロ
ギ

ー
の
他
に
そ
っ
く
り
「
我
」
を
奪
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
従
っ
て
主
語
喪
失
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
ま
た
、
こ
の
主
語
喪
失

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

的
非
主
語
（
自
己
喪
失
的
主
語
）
は
勿
論
罎
定
彫
金
ウ
ト
ロ
ギ
ー
の
中
へ
述
語
と
し
て
も
入
っ
て
行
く
こ
と
は
出
来
な
い
。
固
定
的
タ
ウ

ト
碧
ギ
ー
は
己
れ
以
外
の
述
語
を
要
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
具
体
的
に
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
言
え
ば
、
我
も
最
早
「
純
粋
慮
己

確
信
性
」
と
い
う
主
語
で
も
な
く
、
ま
た
他
に
対
し
て
己
れ
を
述
語
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
も
な
く
、
生
命
的
身
体
と
い
う
敵
を
ひ
た
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

ら
否
定
せ
ん
と
し
て
い
る
単
な
る
一
途
な
身
体
に
脱
落
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
同
様
に
自
【
も
、
今
や
7
醒
意
識
」
な
ど
と
い
う

よ
う
な
も
の
で
は
全
く
な
く
、
　
「
生
命
と
い
う
存
在
の
中
へ
埋
没
し
て
い
る
意
識
」
即
ち
単
な
る
身
体
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

る
。
》
○
㊦
を
段
冨
搾
ぐ
。
昌
繊
。
ダ
宏
尻
。
。
搾
げ
巽
ω
③
ぢ
《
の
喪
失
で
あ
り
、
主
語
喪
失
暴
馬
主
語
で
あ
る
。
　
「
闘
い
」
は
身
体
と
身
体
と
の

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

身
体
的
な
ぶ
つ
か
り
合
い
で
あ
る
。
即
ち
、
閾
い
そ
の
も
の
の
全
体
が
固
定
的
タ
ウ
ト
ロ
ギ
ー
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
「
各
膚
は
己
れ
の
諺
唱
ゆ
巽
臨
。
甥
ω
①
ぎ
を
止
揚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
霧
ヨ
¢
ゆ
〉
同
様
ゆ
諺
ざ
げ
。
。
①
ぎ
鋤
‘
｛
プ
Φ
げ
。
づ
幽
こ
の

》
給
汐
》
離
ゆ
①
二
三
誘
①
ぎ
《
と
は
、
上
述
の
》
⑦
ω
碧
舞
麟
興
。
。
貯
ぴ
《
と
い
う
こ
と
が
含
ん
で
い
た
全
体
の
事
態
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

今
一
度
簡
潔
に
言
え
ば
、
O
主
語
褻
失
と
い
う
「
存
在
の
在
り
方
」
で
あ
り
、
、
◎
こ
の
在
り
方
の
中
で
主
語
喪
失
的
非
主
語
が
こ
こ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

は
「
他
は
一
つ
の
他
で
あ
る
」
と
い
う
樹
上
的
タ
ウ
ト
凱
ギ
…
の
「
他
」
に
撞
着
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
㊧
且
つ
こ
の
主
語
喪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

鮎
寄
非
主
語
が
そ
の
「
他
」
の
在
り
方
に
》
欝
ゆ
㊤
魯
｝
棊
な
仕
方
で
へ
我
知
ら
ず
に
）
岡
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、



　
　
以
上
の
三
つ
の
事
態
を
有
っ
て
い
る
「
存
在
の
在
り
方
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
》
跨
餌
ゆ
鶏
。
・
一
。
濠
臨
⇔
《
と
は
勿
論
》
≦
ゴ
犀
ゲ
簿
《

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
（
判
断
）
の
喪
失
態
と
し
て
の
「
存
在
」
で
あ
る
。
闘
い
は
か
か
る
》
》
餌
ゆ
⑦
引
照
栃
①
貯
《
の
場
で
の
み
戦
わ
れ
る
の
で
あ
る
、
否
闘
い
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
の
も
の
の
全
体
が
こ
の
》
》
燭
ゆ
興
ω
ざ
密
①
ぎ
《
に
他
な
ら
な
い
。
　
「
自
意
識
」
中
に
絶
対
に
残
る
と
こ
ろ
の
、
否
そ
れ
の
絶
対
契
機
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
と
こ
ろ
の
、
対
象
「
意
識
」
の
深
い
相
が
、
　
「
闘
い
」
の
真
中
に
於
い
て
脱
「
自
」
的
に
勝
を
占
め
て
、
全
面
的
に
身
体
の
具
体
柏
と
な

　
　
っ
て
、
　
一
挙
に
出
現
す
る
。
各
々
は
こ
の
》
》
難
ゆ
。
霧
8
寓
風
雛
《
を
・
止
揚
し
、
》
♂
＜
落
窪
ぴ
①
津
《
に
達
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
こ
の
》
跨
象
霞
ω
ざ
訂
③
ぎ
《
に
於
い
て
、
　
「
他
は
様
々
に
束
縛
さ
れ
た
（
固
定
的
に
）
存
在
す
る
意
識
で
あ
る
」
篇
霧
》
鼠
お
聾
筥
寧

　
　
昌
鉱
σ
q
賦
駅
σ
q
げ
Φ
｛
窪
α
q
の
p
①
ω
自
欝
仙
ω
魚
。
欝
鳥
8
じ
d
o
≦
¢
ゆ
窪
。
冒
層
群
は
、
　
「
対
象
」
躍
「
自
己
確
信
性
」
と
い
う
、
自
に
よ
っ
て
述
語
づ
け
ら

　
　
れ
た
と
こ
ろ
の
、
自
と
同
じ
「
自
己
確
信
性
」
で
あ
る
こ
と
を
霞
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
認
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
真
絹
的
主
語
で
は
な
く
、

　
　
従
っ
て
ま
た
、
　
「
自
己
確
信
性
」
μ
「
対
象
し
と
い
う
、
自
の
「
自
己
確
信
性
」
　
（
対
自
独
存
存
在
）
を
「
将
象
」
客
観
的
に
真
に
証
し

　
　
す
る
と
こ
ろ
の
真
相
的
述
語
で
も
な
く
、
す
べ
て
そ
う
い
う
「
働
き
を
奪
わ
れ
た
」
び
①
｛
§
α
森
。
⇔
と
こ
ろ
の
、
　
「
閉
じ
込
め
ら
れ
た
」

　
　
げ
。
貯
謬
α
q
¢
β
と
こ
ろ
の
埋
没
的
固
定
的
タ
ウ
ト
ロ
ギ
ー
と
し
て
、
自
の
》
》
＝
帥
①
湊
三
翫
◎
冨
《
に
於
い
て
「
（
麟
定
的
に
）
存
在
す
る
意
識
偏
、

　
　
即
ち
》
α
含
ゆ
B
o
ぎ
薩
O
o
σ
q
①
諺
窮
添
傷
《
（
身
体
）
で
あ
る
。
即
ち
他
も
、
自
の
》
離
州
ゆ
。
屋
ぱ
ゲ
器
営
《
に
於
い
て
、
決
し
て
今
や
「
対
霞
独
存

　
　
存
在
」
　
（
主
語
）
で
は
な
く
、
霞
と
同
様
に
主
語
喪
失
的
非
主
語
で
あ
る
。
》
晦
偽
ミ
職
ミ
、
、
O
o
鷺
陰
欝
乙
鳥
《
は
主
語
で
あ
る
こ
と
は
娼
来

　
　
な
い
。
こ
こ
に
於
い
て
我
々
か
ら
見
れ
ば
、
自
か
ら
見
て
「
他
」
1
1
「
他
」
と
い
う
固
定
的
タ
ウ
ト
ロ
ギ
ー
の
他
は
、
霞
と
同
じ
く
主
語

　
　
喪
失
的
非
主
語
で
あ
っ
て
、
他
は
実
は
自
の
真
梢
的
述
語
に
他
な
ら
な
い
。
た
だ
し
か
し
こ
の
判
断
は
、
判
断
の
中
の
（
我
々
に
と
っ
て

　
　
の
）
主
語
、
即
ち
主
語
喪
失
的
非
主
語
に
は
明
示
さ
れ
な
い
の
は
、
論
を
倹
た
な
い
。

　
　
　
が
し
か
し
、
　
「
闘
い
」
の
終
結
が
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
「
各
々
は
己
れ
の
他
藩
諺
昌
縣
興
霧
②
ぼ
を
純
粋
対
自
独
存
存
在
と
し
て
即

　
　
ち
絶
量
的
否
定
（
の
力
）
と
し
て
薩
観
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
o
の
ヨ
¢
ゆ
器
冒
》
一
癖
簿
霧
蝕
鐸
巴
。
。
屋
ぎ
霧
男
通
塞
こ
誘
導
口
◎
⊆
巽
⇔
『

　
　
舞
び
ω
o
『
8
Z
①
α
q
餌
口
○
づ
簿
霧
。
｝
峯
煽
Φ
鐸
こ
こ
で
》
》
ゆ
瓢
の
議
ω
①
汐
《
と
い
う
の
は
、
右
の
》
跨
螺
ゆ
の
誘
8
ゲ
ω
①
謬
《
と
い
う
の
と
同
じ
事
態
で
あ

913　
　
　
　
　
　
へ
…
ゲ
ル
『
精
神
現
象
学
』
に
於
け
る
「
霞
意
識
」
の
研
究
序
説
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九



　
　
　
　
　
　
哲
学
研
究
　
第
五
冨
幸
一
丹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇

92
3
　
る
。
右
に
》
諺
螺
ゆ
巽
風
。
冨
Φ
露
《
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
の
、
特
に
㊨
の
事
態
で
あ
る
。
即
ち
》
湯
財
団
Φ
錺
ω
①
ぎ
《
と
は
、
主
語
喪
失
的
非

　
　
主
語
が
》
餌
器
》
薄
曇
Φ
《
の
在
り
方
に
》
鍵
獅
興
ω
陣
畠
《
に
変
り
、
「
他
」
の
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に
同
化
し
て
い
る
そ
の
在
り
方
で
あ
る
。

　
　
従
っ
て
ま
た
そ
れ
は
こ
の
他
者
の
在
り
方
で
あ
り
、
他
者
の
存
在
で
あ
る
。
従
っ
て
》
》
¢
ゆ
興
臨
。
｝
仁
恕
雛
《
或
は
》
誤
鵠
儀
①
屋
。
・
①
げ
《
と
は
、

　
　
主
語
喪
失
的
非
主
語
の
蘇
り
方
で
あ
る
と
共
に
、
こ
の
主
語
喪
失
的
非
主
語
が
そ
こ
で
》
き
ゆ
醇
ω
陣
畠
《
に
撞
着
し
そ
し
て
同
化
し
て
い
る

　
　
》
鮎
器
》
邑
捲
《
の
在
り
方
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
二
つ
に
ま
た
が
る
存
在
の
在
り
方
で
あ
る
。
各
々
は
己
れ
の
》
》
窪
㈱
興
。
。
ざ
滞
①
汐
《

　
　
或
は
》
諺
密
雲
ω
ω
Φ
菅
《
を
「
純
粋
対
自
霜
割
存
在
」
と
し
て
即
ち
「
絶
対
的
否
定
の
力
」
と
し
て
「
直
観
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

　
　
れ
は
一
体
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
る
の
か
。
他
で
も
な
い
。
》
跨
自
ゆ
興
。
。
銘
あ
①
露
《
即
》
巴
蝕
誉
①
ω
男
貯
臨
島
ω
①
ぎ
《
の
「
直
観
」
が
即
ち
「
生
死

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
の
闘
い
」
の
終
結
で
あ
る
。
即
ち
》
〉
農
Φ
叢
。
房
①
ぎ
《
即
急
蝕
欝
①
ω
閃
貯
。
。
一
。
訂
Φ
冨
《
を
「
直
観
」
し
た
瞬
間
が
郡
ち
自
己
或
は
他
者
の

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
死
で
あ
る
。

　
　
　
即
ち
右
に
於
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
》
諺
鐸
ゆ
鍵
餓
。
剛
蚤
Φ
ぎ
《
と
は
、
主
語
喪
失
的
非
主
語
の
在
り
方
で
あ
る
と
共
に
、
そ
こ
に
囲
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
て
同
時
に
他
者
の
在
り
方
で
あ
り
他
者
の
存
在
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
e
》
》
に
麟
①
霧
岡
。
び
。
。
臥
コ
《
（
主
語
婁
失
上
酒
主
翫
㎜
）
即
》
話
ぎ
霧
舅
貯
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
。
。
塩
出
Φ
ぎ
《
（
絶
対
否
定
の
力
）
の
「
直
観
」
は
即
ち
他
者
の
死
で
あ
り
、
⇔
さ
も
な
け
れ
ば
、
》
跨
ζ
演
奪
珍
。
霧
①
冒
《
（
他
者
）
即
「
絶
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
否
定
の
力
」
（
脱
①
一
貫
①
o
D
　
男
君
同
Q
o
一
〇
ぴ
Q
◎
Φ
一
部
）
の
「
直
観
」
は
即
ち
瞳
己
の
死
に
他
な
ら
な
い
。
主
語
喪
失
昼
鳶
主
語
が
》
〉
＝
ゆ
霧
。
・
鴎
。
審
①
言
《
に

　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
へ

　
於
い
て
他
者
を
絶
対
否
定
し
た
へ
打
ち
殺
し
た
）
瞬
間
が
即
ち
e
の
「
直
観
」
で
あ
り
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
他
者
が
》
》
民
①
霧
。
。
Φ
ぎ
《
に

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
於
い
て
主
語
喪
失
的
非
主
語
を
絶
対
否
定
し
た
瞬
間
が
即
ち
ω
の
「
直
観
」
に
他
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
e
》
》
¢
ゆ
興
丑
。
げ
ω
①
該
《

　
　
（
主
語
喪
失
的
非
主
語
）
鐸
》
吋
蝕
器
。
。
閃
酵
。
。
径
騙
①
ぎ
《
の
「
直
観
」
と
し
て
、
主
語
嚢
失
的
非
主
語
は
臨
己
（
主
語
）
を
即
ち
》
話
ぎ
霧

　
白
湯
ω
同
警
ω
①
ぎ
《
を
恢
復
し
、
そ
こ
に
於
い
て
》
σ
q
①
筥
Φ
ぎ
韓
○
①
α
q
の
器
露
昌
餌
《
と
し
て
の
他
を
絶
対
否
定
し
て
い
る
。
或
は
、
⇔
《
》
亭

　
創
Φ
富
ω
Φ
ぎ
《
へ
他
者
）
即
》
⇔
ぴ
ω
○
ξ
搭
乞
①
α
q
餌
甑
○
づ
《
の
「
直
観
」
と
し
て
、
主
語
喪
失
無
智
主
語
は
死
ぬ
の
で
あ
る
。
闘
い
の
真
中
の
否

　
闘
い
そ
の
も
の
で
あ
る
》
〉
二
ゆ
興
ω
剛
プ
ω
①
ぎ
《
の
N
≦
ゆ
監
2
瓢
α
q
剛
（
の
置
か
ら
、
目
ぎ
餌
窪
目
α
q
ぎ
禅
（
e
か
し
か
ら
ず
ん
ば
⇔
）
へ
決
着
す
る
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こ
と
、
こ
の
》
跨
鎧
ゆ
曾
ω
8
び
ω
Φ
冒
《
の
N
毒
①
法
諺
江
σ
q
犀
Φ
犀
の
止
揚
が
、
即
ち
闘
い
の
終
結
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
は
ま
だ
次
の
問
い
が
残
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
こ
の
生
死
の
闘
い
の
真
中
の
》
諺
門
扇
Φ
謎
器
密
Φ
ぎ
《
の
止
揚
の

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

み
が
、
何
故
「
直
観
」
と
し
て
起
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
一
般
に
直
観
の
立
場
こ
そ
ヘ
ー
ゲ
ル
膚
身
、
媒
介
的
対
象
的
客
観
性
の

欠
如
の
故
に
、
即
ち
そ
れ
の
直
接
性
、
独
断
性
の
故
に
、
最
も
強
固
に
斥
け
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
何
処
ま
で
も
過
程
的
対
象
客

観
的
媒
介
を
通
し
た
「
意
識
」
又
は
「
自
意
識
」
の
経
験
を
問
題
と
し
て
来
た
ヘ
ー
ゲ
ル
が
、
何
故
こ
こ
で
の
み
「
直
観
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
言
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
。
　
「
意
識
に
対
し
て
…
…
云
々
の
こ
と
が
現
わ
れ
る
」
と
か
「
云
々
を
通
し
て
…
…
云
々
の

こ
と
が
自
意
識
に
対
し
て
成
立
す
る
」
と
か
書
う
表
現
に
一
貫
さ
れ
た
『
精
神
現
象
学
臨
に
於
い
て
、
　
門
趨
観
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
こ
こ
で
言
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
、
　
一
体
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
問
い
に
対
し
て
は
、
上
述
し
来
た
っ
た
こ
と
か
ら
し
て
、
実
は
既
に
答
え
ら
れ
て
い
る
。
》
｝
¢
ゆ
興
餓
。
｝
屋
Φ
ぎ
《
（
憲
語
喪
失
的
非

主
語
）
即
》
冠
Φ
ぎ
細
則
酵
。
。
ざ
密
①
ぎ
《
（
真
の
憲
語
）
と
い
う
、
主
語
喪
失
的
非
主
語
と
純
粋
主
語
と
の
同
時
的
胤
盛
岡
一
の
関
係
は
、
即
ち

他
者
へ
述
語
）
の
絶
対
否
定
（
他
者
の
死
）
、
と
し
て
の
み
成
立
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
こ
の
主
語
の
自
己
恢
復
的
自
己
同
一
を

即
ち
「
純
粋
対
置
独
存
存
在
」
を
真
に
「
対
象
」
客
観
的
に
述
語
づ
け
て
く
れ
る
対
象
は
最
早
そ
こ
に
は
な
い
。
「
純
粋
対
自
独
存
存
在
」

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
む
　
　
む

1
1
「
自
立
的
対
象
」
の
真
理
（
自
立
的
存
続
的
判
断
）
は
な
い
。
　
「
各
々
は
己
れ
の
》
コ
島
巽
ω
ω
Φ
ぎ
を
純
粋
対
自
独
存
存
在
と
し
て
即
ち

絶
対
否
定
（
の
力
）
と
し
て
直
観
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
こ
こ
で
ヘ
ー
ゲ
ル
が
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所
以
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル

的
に
言
え
ば
、
　
「
真
理
」
　
（
判
断
）
の
喪
失
態
は
、
主
語
恢
復
的
な
姿
で
は
主
語
的
な
「
直
観
」
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
真
理
」

（
判
断
）
の
抽
象
化
は
直
接
的
な
「
直
観
」
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
が
「
直
観
」
は
決
し
て
「
真
理
」
　
（
判
断
）
で
は
な
い
。
そ

れ
は
存
続
的
対
象
面
を
持
た
な
い
故
に
、
却
っ
て
自
身
自
立
的
で
は
な
く
単
に
消
滅
的
な
の
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
そ
こ
に
「
直
観
」
の

消
極
面
を
見
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
右
の
自
他
の
事
態
を
、
同
じ
こ
と
で
は
あ
る
が
逆
に
他
霞
的
に
見
た
場
合
、
　
一
層
明

確
に
な
る
筈
で
あ
る
。

　
　
　
　
へ
…
ゲ
ル
『
精
神
現
象
学
』
に
於
け
る
門
自
意
識
」
の
研
究
序
説
e
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
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哲
学
研
究
　
第
五
冒
十
一
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

　
即
ち
、
》
》
二
ゆ
禽
・
。
8
密
①
δ
《
（
他
者
）
即
》
菩
ω
○
ど
8
2
㊦
σ
蔓
⇔
仲
δ
口
《
の
直
観
に
於
い
て
且
つ
こ
の
直
観
と
し
て
、
主
語
喪
失
的
非
主
語

は
決
定
的
に
消
滅
す
る
。
こ
の
薩
二
百
自
己
の
消
滅
と
し
て
、
そ
れ
は
消
滅
的
薩
観
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
直
観
的
消
滅
で
あ
る
。
主
語

喪
失
的
非
主
語
は
こ
の
直
観
と
し
て
死
す
る
の
で
あ
る
。

　
「
各
々
は
己
れ
の
諺
巳
①
誘
。
。
㊦
ぎ
を
純
粋
対
自
独
存
存
在
と
し
て
即
ち
絶
対
否
定
（
の
力
）
と
し
て
直
観
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

「
闘
い
」
の
終
結
を
示
す
こ
の
》
》
仁
爵
鼠
。
霧
Φ
冒
《
臼
長
》
露
虫
①
ω
舅
弩
・
。
孤
島
ω
Φ
ぎ
《
は
、
述
語
消
滅
的
事
態
に
於
い
て
単
に
主
語
恢
復
的

に
「
直
観
」
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
、
或
は
主
語
喪
失
論
詰
主
導
そ
の
も
の
の
消
滅
と
し
て
単
に
述
語
を
刹
那
に
発
見
的
に
観

る
「
直
観
」
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ヘ
ー
ゲ
ル
に
即
し
て
考
え
れ
ば
、
即
ち
上
述
の
意
味
に
於
い
て
判
断
的
に
考
え
れ
ば
、

そ
う
で
あ
る
。
が
し
か
し
我
々
は
、
今
一
度
、
上
述
し
て
来
た
闘
い
の
真
中
の
、
否
生
死
の
闘
い
そ
の
も
の
の
全
体
で
あ
る
》
諺
ロ
じ
。
貧
ω
憎

。
げ
器
ご
《
に
即
し
て
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
般
的
に
言
っ
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
於
い
て
》
》
二
ゆ
巽
臨
。
寓
①
冒
《
と
は
、
霞
己
へ
主
語
）
の
外
に
出
て
（
惣
己
を
失
っ
て
、
或
は
偏
る
意
味

に
於
い
て
は
自
己
を
空
し
く
し
て
）
、
他
者
（
述
語
）
に
撞
着
し
、
そ
の
他
者
と
同
じ
在
り
方
と
な
る
、
従
っ
て
そ
の
意
味
で
他
考
で
あ

る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
》
》
¢
脚
の
誘
ざ
冨
①
ぎ
《
と
は
、
主
語
的
に
は
主
語
喪
失
的
非
主
語
の
在
り
方
で
あ
り
、
述
語
的
に
は
求

む
べ
き
と
こ
ろ
の
述
語
の
在
り
方
で
あ
る
。
》
》
∬
籾
㊦
屋
雪
げ
ω
¢
ぎ
《
は
、
こ
の
両
者
に
ま
た
が
る
存
在
で
あ
り
、
最
終
的
に
従
っ
て
ま
た
実

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

は
原
初
約
に
、
判
断
の
コ
プ
ラ
の
地
盤
と
し
て
の
存
在
で
あ
る
。
即
ち
こ
の
》
》
置
銭
も
・
汀
寓
。
騨
《
の
中
に
於
い
て
、
主
語
喪
失
的
非
主
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

は
他
者
（
述
語
）
の
な
か
に
晦
己
を
毘
且
っ
見
幽
す
と
い
う
在
方
で
他
者
を
単
一
揚
し
、
主
語
恢
復
的
に
主
思
の
内
へ
還
帰
す
る
こ
と
に
よ

り
、
主
語
の
自
己
同
一
と
共
に
同
時
に
主
語
1
1
述
語
な
る
霞
他
同
一
を
形
成
し
、
以
て
判
断
を
完
成
す
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

こ
こ
で
「
生
死
の
闘
い
」
そ
の
も
の
の
真
中
の
》
跨
自
ゆ
費
臨
。
げ
ω
魚
鄭
《
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
決
し
て
「
判
断
」
的
な
》
陣
g
ご
p
①
錺
7

。
訂
①
ぎ
《
で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
》
諺
二
言
ω
8
霧
Φ
ヨ
《
の
中
か
ら
何
が
出
て
来
る
か
全
く
分
ら
な
い
》
》
虚
ゆ
鶏
ω
ド
甲

。。

@
3
《
で
あ
る
。
主
語
喪
失
的
雰
主
語
が
更
に
底
無
し
に
徹
底
的
に
無
に
な
っ
て
し
ま
う
か
、
或
は
求
む
べ
き
述
語
が
全
く
消
滅
し
て
し



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
し
　
　
し
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
を
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ

　
　
ま
う
か
、
或
は
両
者
と
も
そ
う
な
っ
て
し
ま
う
か
、
全
く
如
何
に
し
て
も
「
判
断
」
の
あ
り
得
な
い
と
こ
ろ
ま
で
追
い
つ
め
ら
れ
て
し
ま

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
っ
て
い
る
》
》
二
ゆ
霞
ω
8
げ
ω
①
β
《
で
あ
る
。
「
判
断
」
（
》
≦
鋤
算
ゲ
蝕
け
《
）
そ
の
も
の
を
破
る
》
山
山
ゆ
巽
皿
o
げ
ω
①
ぎ
《
で
あ
る
。
こ
の
》
諺
⊆
脚
。
㌘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
。
・
♂
げ
ω
Φ
ぼ
《
か
ら
果
し
て
出
ら
れ
る
か
ど
う
か
分
ら
な
い
》
諺
に
ゅ
醇
匹
。
プ
器
ぎ
《
で
あ
る
。
若
し
そ
こ
か
ら
出
ら
れ
ぬ
時
即
ち
死
で
あ
る
よ

　
　
り
外
な
い
底
の
、
絶
対
に
切
羽
つ
ま
っ
た
絶
体
絶
命
の
》
》
駕
ゆ
興
。
。
8
審
Φ
ぎ
《
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
た
と
え
主
語
が
自
己
恢
復
的
に
出
て
来

　
　
た
と
し
て
も
、
そ
の
主
語
は
果
し
て
自
己
同
一
的
な
主
語
で
あ
る
か
さ
え
分
ら
ぬ
》
》
蝦
ゆ
賃
。
。
δ
寓
Φ
謎
《
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
若
し
主
語
が

　
　
自
己
を
恢
復
し
て
出
て
来
た
時
即
ち
既
に
求
む
べ
き
述
語
の
死
で
あ
る
。
若
し
述
語
が
出
て
来
た
時
即
ち
既
に
へ
非
）
主
語
は
無
い
。
如

　
　
何
に
し
て
も
「
判
断
」
（
》
妻
接
浮
①
搾
《
）
は
成
立
し
な
い
。
「
判
断
」
そ
の
も
の
を
破
ら
ざ
る
を
得
な
い
》
》
¢
ゆ
興
臨
。
匿
Φ
汐
《
で
あ
る
。

　
　
が
し
か
し
、
ま
さ
に
か
か
る
在
り
方
に
於
い
て
、
こ
れ
は
徹
底
的
な
本
来
の
》
》
餌
ゆ
興
。
。
8
滞
①
ぎ
《
で
は
な
い
の
か
。
従
っ
て
こ
の
》
跨
午

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
ゆ
。
鼠
。
｝
翫
Φ
汐
《
を
こ
こ
で
（
即
ち
主
語
喪
失
的
非
主
語
の
場
で
、
或
は
同
じ
こ
と
で
あ
る
が
、
固
定
魚
商
ウ
ト
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
》
㈹
？

　
　
ヨ
①
鼠
霞
○
①
σ
q
Φ
部
無
き
伽
《
の
場
で
）
更
に
別
に
「
意
識
」
し
得
る
も
の
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
若
し
こ
こ
で
別
に
そ
れ
が
あ
っ
た
と
し

　
　
た
ら
、
そ
れ
は
絶
体
絶
命
の
》
諺
q
ゆ
興
。
・
ざ
密
①
ぎ
《
で
は
な
い
筈
で
あ
る
。
若
し
こ
こ
で
絶
体
絶
命
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
と
す
れ
ば
、
そ

　
　
れ
は
真
の
》
諺
¢
ゆ
の
屋
搾
げ
ω
Φ
ぽ
《
で
は
最
早
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
未
だ
絶
体
絶
命
そ
の
も
の
の
全
体
に
な
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ

　
　
り
、
即
ち
そ
れ
の
外
に
あ
り
、
そ
れ
か
ら
離
れ
て
い
る
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。
或
は
こ
こ
で
絶
体
絶
命
を
「
意
識
」
し
観
る
こ
と
が
出
来

　
　
る
と
す
れ
ば
、
即
絶
命
で
あ
り
、
絶
命
の
瞬
間
（
直
観
）
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
、
即
ち
そ
れ
か
ら
離
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
セ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
》
》
象
。
鼠
畠
ω
①
圏
《
は
、
そ
の
徹
底
に
於
い
て
、
絶
対
に
自
ら
を
「
意
識
」
し
得
ぬ
》
跨
麟
ゆ
。
同
ω
搾
霧
Φ
ぎ
《
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
主
語

　
　
喪
失
し
、
求
む
べ
き
述
諮
も
固
定
的
タ
ウ
ト
ロ
ギ
ー
と
な
っ
て
述
語
失
格
的
に
喪
失
し
て
い
る
》
諺
鐸
ゆ
費
鉱
。
げ
ω
㊦
ぎ
《
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

　
　
》
》
¢
脚
①
錺
こ
栃
①
ぼ
《
で
あ
る
こ
と
を
罵
る
こ
と
の
餓
来
ぬ
》
跨
瓢
ゆ
興
ω
♂
び
ω
Φ
訂
《
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
こ
の
絶
体
絶
命
の
》
諺
蝿
ゆ
禽
臨
。
ぽ
ω
①
膨
《
（
具
体
的
に
は
、
絶
体
絶
命
の
霞
他
両
者
と
い
う
、
「
（
単
に
固
定
的
に
）
存
在
す
る
意
識
」
或

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
へ

　
　
は
「
生
命
の
存
在
の
中
に
埋
没
し
て
い
る
意
識
」
）
と
「
純
粋
対
自
独
存
存
在
」
（
「
自
意
識
」
）
と
の
間
は
、
文
字
通
り
絶
体
絶
命
、
即
ち

953　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ー
ゲ
ル
『
精
神
現
象
学
』
に
於
け
る
「
慮
意
識
」
の
研
究
序
説
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
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七
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

殺
「
意
識
」
（
殺
「
生
命
と
い
う
存
在
の
中
へ
埋
没
し
て
い
る
意
識
」
）
で
あ
り
、
　
「
死
」
の
断
絶
で
あ
る
が
故
に
、
こ
の
間
へ
は
絶
対
に

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

更
に
意
識
は
入
り
得
ず
、
若
し
入
っ
た
と
し
た
ら
殺
さ
れ
る
よ
り
他
な
い
。
即
ち
、
こ
の
間
を
こ
こ
で
別
に
そ
れ
を
見
る
意
識
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

て
「
媒
介
す
る
」
こ
と
は
絶
対
に
否
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
閥
が
こ
こ
で
「
意
識
に
対
し
て
」
あ
る
こ
と
は
絶
対
に
不
可
能
で
あ
る
。

》
》
観
興
の
韓
藍
㊦
ぎ
《
が
真
に
絶
体
絶
命
の
喪
失
的
深
さ
で
あ
る
時
、
最
早
「
媒
介
」
は
深
く
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
、
最
早
「
判
断
」

（》

?
躰
げ
臨
お
搾
《
）
は
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
他
に
よ
る
対
象
客
観
的
「
媒
介
」
を
殺
す
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

逆
に
言
え
ば
、
対
象
客
観
的
に
「
媒
介
」
さ
れ
つ
つ
自
己
止
揚
的
に
「
判
断
」
に
移
行
し
得
る
如
き
》
諺
¢
ゆ
巽
臨
。
げ
零
冒
《
は
、
真
に
生
死

の
》
諺
償
ゆ
。
誘
こ
猛
鉱
鐸
《
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
生
死
の
》
諺
巖
ゆ
興
臨
。
ぴ
。
。
①
ぎ
《
は
主
語
1
1
述
語
的
方
向
に
は
動
い
て
来
な
い
。
そ
れ
は
、

主
語
喪
失
し
、
求
む
べ
き
述
語
も
固
定
的
タ
ウ
ト
ロ
ギ
ー
と
な
っ
て
述
語
失
格
的
に
喪
失
し
て
い
る
》
跨
に
ゅ
①
冨
ざ
び
禦
ぎ
《
で
あ
る
。
こ
の

》
》
¢
麟
醇
の
ぱ
ぴ
ω
①
ぎ
《
と
》
器
獣
①
ω
司
貯
ω
8
財
ω
①
言
《
と
の
間
は
、
殺
身
体
的
「
意
識
」
で
あ
り
、
こ
の
直
観
的
間
へ
窟
他
の
意
識
は
媒
介
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

中
間
的
に
入
り
込
め
ず
、
若
し
入
り
込
め
ば
、
身
体
的
「
意
識
」
と
な
っ
て
「
意
識
」
の
死
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
間
が
脱
自

へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
こ
の
間
は
瞬
間
な
の
で
あ
る
。
瞬
間
と
は
時
間
の
極
小
の
単
位
を
謂
う
の
で
は
な
い
。
脱
自
的
な

時
が
瞬
闘
な
の
で
あ
る
。

　
ヘ
ー
ゲ
ル
が
「
生
死
の
闘
い
」
の
終
結
の
語
と
し
て
「
直
観
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
事
態
を
、
半

ば
ヘ
ー
ゲ
ル
か
ら
離
れ
て
、
　
「
直
観
」
の
消
極
面
か
ら
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
積
極
面
に
於
い
て
、
解
明
し
た
所
以
で
あ
る
。

　
「
直
観
し
は
「
判
断
」
（
当
出
陣
Φ
棊
）
で
は
な
い
が
故
に
消
極
的
消
滅
的
で
あ
る
と
す
る
の
は
、
　
「
判
断
」
的
に
は
「
真
」
で
あ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

う
。
　
「
判
断
」
は
脱
自
慰
に
は
即
ち
瞬
聞
応
に
は
成
り
立
た
な
い
。
し
か
し
瞬
間
は
「
判
断
」
で
は
断
じ
て
な
い
の
で
あ
り
、
ヘ
ー
ゲ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
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へ

と
い
え
ど
も
「
意
識
」
か
ら
「
自
意
識
」
へ
の
「
転
換
」
の
瞬
間
を
『
精
神
現
象
学
』
に
於
い
て
判
断
す
る
（
媒
介
す
る
）
こ
と
は
出
来

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
前
者
か
ら
後
者
へ
の
「
転
換
」
は
判
断
的
に
は
何
処
ま
で
も
不
明
の
ま
ま
で
あ
り
、
明
ら
め
得
な
い
の
で

あ
る
。
　
「
自
意
識
」
は
は
じ
め
か
ら
「
自
意
識
」
か
ら
即
ち
「
欲
求
ぼ
自
意
識
』
じ
d
①
σ
q
罵
餌
の
か
ら
出
立
す
る
よ
り
外
な
か
っ
た
の
で
あ



る
。
こ
れ
は
い
ず
れ
に
し
て
も
如
何
ん
と
も
す
る
こ
と
の
繊
来
ぬ
事
柄
で
あ
る
。

　
「
生
死
の
闘
い
」
の
終
結
は
、
》
諺
¢
ゆ
Φ
屋
搾
び
ω
Φ
ぎ
《
β
長
》
器
ぼ
霧
閃
鶴
円
訟
。
｝
翫
①
ぎ
《
の
「
直
観
」
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
「
（
単
に
固

定
的
に
）
存
在
す
る
意
識
」
即
「
自
意
識
」
の
「
薩
観
」
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
主
語
喪
失
繋
累
主
語
が
敵
を
打
ち
殺
し
た
の
は
、
敵
を
打
ち
殺
し
た
の
で
は
な
い
。
「
（
単
に
國
定
的
に
）
存
在
す
る
意
識
」
即
ち
対
象

的
「
意
識
」
を
打
ち
殺
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
我
が
敵
を
打
ち
殺
し
た
の
は
、
我
が
打
ち
殺
し
た
の
で
は
な
い
。
絶
体
絶
命
の
》
》
魯
Φ
邑
畠
ω
①
ぎ
《
が
打
ち
殺
し
た
の
で
あ
る
。

　
即
ち
、
身
体
的
「
意
識
」
が
身
体
的
「
意
識
」
を
殺
し
て
、
》
》
償
ゆ
2
臨
魯
器
げ
《
が
》
諺
償
ゆ
霞
臨
。
寓
①
汐
《
を
殺
し
て
、
そ
の
瞬
間
即

死
の
断
絶
と
し
て
、
　
「
意
識
」
即
「
慮
意
識
」
の
断
絶
的
「
転
換
」
が
直
観
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
即
ち
、
e
門
意
識
」
と
「
自
意
識
」
と
の
閾
の
絶
対
の
断
絶
と
⇔
前
者
か
ら
後
者
へ
の
過
程
的
転
換
と
い
う
、
二
つ
の
相
対
立
す
る
事
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

柄
が
、
こ
こ
に
「
二
」
つ
の
「
意
識
」
に
分
割
さ
れ
て
且
つ
『
精
神
現
象
学
』
に
於
け
る
過
程
的
順
序
の
次
元
を
半
ば
無
視
し
た
か
た
ち

ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

で
、
つ
ま
り
》
p
。
¢
ゆ
鶏
の
δ
げ
《
の
徹
底
し
た
仕
方
に
於
い
て
、
こ
こ
に
絶
対
的
断
絶
即
転
換
と
し
て
一
点
集
中
的
に
入
り
込
ん
で
い
る
。

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
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へ

即
ち
、
　
一
に
「
意
識
」
は
「
自
意
識
」
に
絶
対
に
転
換
し
得
ぬ
程
に
断
絶
さ
れ
へ
死
と
し
て
殺
さ
れ
）
て
い
る
の
で
あ
り
、
一
に
「
意
識
」

ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
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ヘ
　
　
ヘ
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ヘ
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か
ら
「
虜
音
纈
識
」
へ
の
瞬
間
的
転
換
は
こ
の
絶
対
的
断
絶
（
死
）
と
し
て
の
み
「
直
観
」
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

二

　
　
　
「
支
配
」
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
こ
の
「
生
死
の
闘
い
」
は
、
　
一
応
『
精
神
現
象
学
』
の
身
心
か
ら
離
れ
て
も
、
我
々
に
さ
ま
ざ
ま
な

　
　
こ
と
を
添
唆
し
て
止
ま
ぬ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
近
代
か
ら
現
代
に
か
け
て
の
時
代
は
、
自
意
識
の
時
代
で
あ
る
。
近
代
を
劃
す
る
デ
カ
ル
ト
の
コ
ギ
ト
・
エ
ル
ゴ
・
ス
ム
は
、
既
に
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
く
成
立
し
た
「
自
意
識
」
を
土
台
と
し
て
の
、
そ
の
上
で
の
、
よ
り
決
定
的
に
純
粋
に
深
め
ら
れ
た
、
同
一
自
己
内
に
於
け
る
自
己
確
実

973　
　
　
　
　
　
へ
…
ゲ
ル
『
繕
…
神
現
象
瀞
ず
』
に
於
ゆ
り
る
「
自
蕾
心
識
」
の
研
究
無
韻
覗
e
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
て
五
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燭
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六

98
3
　
性
で
あ
る
。
が
自
意
識
の
時
代
で
あ
る
現
代
は
、
晦
意
識
中
に
於
い
て
却
っ
て
自
意
識
と
い
う
こ
と
を
簡
単
に
考
え
て
い
る
、
全
く
薄
明

　
　
の
こ
と
と
考
え
て
い
る
。
現
代
人
に
と
っ
て
は
、
所
謂
自
己
が
霞
己
を
意
識
す
る
と
い
う
こ
と
程
易
し
い
こ
と
は
な
い
。
自
意
識
は
、
人

　
　
間
の
全
く
露
幽
に
な
る
自
意
的
な
舶
工
品
で
す
ら
あ
る
。
が
し
か
し
、
そ
こ
に
は
遠
い
祖
先
の
血
が
あ
る
筈
で
あ
る
。
我
々
が
自
己
自
身

　
　
を
意
識
し
得
、
農
婦
自
身
を
見
る
時
、
そ
こ
に
は
実
は
我
々
の
遠
い
祖
先
の
血
が
流
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
思
う
の
は
、
単
な
る
妄
想
に
過

　
　
ぎ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
「
欲
求
疑
自
意
識
」
じ
ご
。
σ
q
貯
乙
⑦
は
、
そ
の
「
求
」
の
故
に
対
象
の
霞
立
性
に
撞
着
し
、
後
巻
の
故
に
更
に
頬

　
　
象
に
霞
己
否
定
を
要
求
す
る
こ
と
に
よ
り
、
磨
立
的
対
象
の
存
続
的
霞
己
否
定
彌
（
身
体
）
を
存
続
的
に
享
受
し
得
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、

　
　
こ
の
こ
と
は
岡
時
に
そ
れ
と
一
つ
に
、
対
象
を
「
自
己
否
定
に
於
い
て
同
時
に
自
立
的
で
あ
る
も
の
」
　
（
「
膚
意
識
」
）
へ
と
触
発
し
、
う

　
　
な
が
し
、
こ
こ
に
「
鷹
意
識
の
二
重
化
」
を
も
た
ら
す
。
こ
の
「
自
意
識
の
二
重
化
」
は
、
更
に
「
欲
求
」
の
（
時
と
し
て
臨
己
否
定
的

　
　
な
）
　
「
求
」
の
延
長
上
に
於
い
て
…
…
即
ち
相
互
に
排
他
的
身
体
的
対
当
忍
摺
存
在
と
い
う
こ
と
か
ら
、
互
に
他
に
薄
し
て
「
自
己
の
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
象
的
な
在
り
方
」
の
純
粋
否
定
を
示
し
合
い
、
真
に
「
霞
意
識
」
た
ら
ん
と
す
る
「
求
」
に
於
い
て
1
再
び
困
窮
転
換
的
に
（
必
然
的

　
　
に
）
　
「
明
示
」
の
行
為
の
二
重
化
を
う
な
が
し
、
か
く
て
生
死
を
賭
し
た
血
の
闘
い
に
ま
で
到
る
。
こ
の
云
わ
ば
業
的
な
大
き
な
構
造
の

　
　
下
で
、
所
謂
「
支
配
」
を
弩
指
す
自
他
の
「
生
死
の
闘
い
」
は
く
り
拡
げ
ら
れ
る
。
　
「
意
識
」
か
ら
「
自
意
識
」
へ
の
絶
対
的
断
絶
即
直

　
　
観
的
転
換
は
、
　
『
精
神
現
象
学
』
に
於
け
る
過
程
的
順
序
の
次
元
を
半
ば
無
視
し
た
か
た
ち
と
な
っ
て
、
こ
こ
に
一
点
集
中
的
に
入
り
込

　
　
む
…
…
。
我
々
は
如
何
に
高
価
な
鼻
詰
に
於
い
て
即
ち
生
命
の
犠
牲
に
於
い
て
「
自
意
識
」
が
成
立
し
た
か
を
思
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
自

　
　
意
識
で
あ
る
我
々
が
自
己
自
身
を
見
る
時
、
即
ち
我
々
が
我
々
で
あ
る
時
、
我
々
は
そ
こ
に
祖
先
の
血
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
右
の
こ
の
事
態
は
二
i
重
意
味
で
あ
る
。
我
々
露
営
、
死
し
た
「
自
意
識
」
と
生
き
て
い
る
自
意
識
と
い
う
、
歴
史
的
な
「
自
意
識
の

　
　
二
重
化
」
の
中
に
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
0
宮
意
識
で
あ
る
我
々
は
、
祖
先
の
尊
い
遺
産
そ
の
も
の
で
あ
る
。
祖
先
が
魔
を
流
し
た
が

　
　
故
に
、
我
々
は
自
意
識
と
し
て
自
己
自
身
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
　
が
し
か
し
そ
れ
と
共
に
C
⇒
自
意
識
で
あ
る
我
々
が
論
判

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
自
身
を
意
識
す
る
時
、
慮
己
自
身
を
見
る
階
、
そ
こ
に
我
々
は
祖
先
の
血
を
見
る
の
で
あ
る
。
即
ち
祖
先
と
は
他
な
ら
ぬ
我
々
自
身
な
の



　
　
で
あ
り
、
血
を
流
し
て
い
る
の
は
祖
先
で
は
な
く
我
々
な
の
で
あ
る
。
祖
先
と
は
祖
先
の
こ
と
で
は
な
く
、
我
々
自
身
で
あ
る
。
即
ち

　
　
『
精
神
現
象
学
』
は
我
々
畠
身
の
ω
鋤
。
財
Φ
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
「
自
意
識
」
そ
の
も
の
の
成
立
が
「
欲
求
」
の
「
求
」
の
窮
極
点
に
於
い
て
か
く
両
面
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
最
も
対
象
客
観
的
と
誇
示

　
　
せ
ら
れ
て
い
る
現
代
の
技
術
に
於
い
て
却
っ
て
そ
の
鋭
端
を
現
わ
す
》
鵠
震
碧
ω
｛
○
乙
興
§
α
q
《
（
護
韓
ぎ
踏
。
冠
⑦
σ
q
α
q
。
詐
O
δ
男
鑓
ぴ
q
φ
碁
警

　
　
〔
δ
噌
↓
Φ
。
剛
球
障
》
冒
》
＜
o
淫
益
σ
q
ゆ
§
（
剛
》
山
畠
仲
冬
《
v
　
ω
◎
　
卜
。
騰
り
　
N
①
u
　
b
⊃
¶
暫
　
b
の
り
「
）
一
絶
対
に
大
き
な
「
求
」
一
が
、
世
界
の
》
○
霧
。
甑
。
犀
《

　
　
と
し
て
み
そ
の
一
端
を
原
子
力
と
い
う
仕
方
で
、
し
か
も
絶
対
的
殺
と
し
て
、
現
前
し
て
来
て
い
る
の
は
、
不
可
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。

　
　
勿
論
、
単
な
る
一
「
自
意
識
」
と
世
界
と
し
て
の
》
○
㊦
ω
。
舞
舞
《
た
る
》
頴
暴
露
無
○
鼠
臼
暮
σ
Q
《
と
は
、
一
つ
に
は
な
ら
な
い
と
言
わ
れ

　
　
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
単
な
る
一
「
慮
意
識
」
が
如
何
ん
と
も
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
、
有
無
を
言
わ
ざ
る
、
絶
対
に
大
き
な
「
強
要
」

　
　
（
頃
①
養
器
8
践
①
歪
夷
）
で
あ
り
、
し
か
も
そ
こ
で
人
間
へ
自
意
識
）
が
ω
。
窪
窪
膏
げ
で
あ
る
よ
う
な
仕
方
で
　
σ
q
Φ
ω
警
Φ
昌
匡
な
》
○
？

　
　
ω
o
ぼ
昆
《
で
あ
る
と
雷
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
た
事
実
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
が
し
か
し
》
○
窃
畠
箆
《
と
し
て
の
》
麟
㊤
舞
。
。
8
ワ

　
　
島
㊦
議
昌
㈹
《
は
、
更
に
尖
鋭
に
こ
の
「
欲
求
躍
自
意
識
し
1
決
し
て
単
に
対
象
「
意
識
」
で
は
な
く
一
を
ゲ
霞
雲
織
。
益
Φ
比
し
、
支

　
　
配
し
、
使
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
若
し
》
鎖
Φ
夷
再
三
o
a
⑦
建
ロ
σ
q
《
が
麦
配
し
使
用
す
る
も
の
が
単
に
対
象
「
意
識
」
で
あ
る
と
す
る
な

　
　
ら
ば
、
》
鵠
①
鑓
螺
獣
○
践
①
讐
誰
α
q
《
は
た
と
え
対
象
「
意
識
」
を
使
用
し
た
と
し
て
も
、
最
後
例
え
ば
物
質
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
》
び
興
蜘
霧
《

　
　
し
、
強
要
し
現
前
せ
し
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
》
鵠
Φ
舜
駕
礁
。
盈
興
¢
づ
α
q
《
は
、
》
ゲ
Φ
ワ
雲
ω
《
の
た
め
に
、
》
＜
o
サ
臨
0
7
窪
⇒
虚
欝
脳
N
午
ω
一
〇
剛
ゲ

　
　
び
費
糞
驚
ド
昌
《
と
し
て
の
霞
意
識
を
「
要
」
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
》
国
軍
薮
駄
○
鼠
①
讐
質
σ
q
《
は
「
欲
求
縫
慮
意
識
」
を
酬
お
墨
¢
絵
。
箆
Φ
露

　
　
し
麦
配
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
の
絶
対
契
機
た
る
対
象
「
意
識
」
を
麦
配
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
に
蟹
玉

　
　
し
立
ち
入
っ
て
論
ず
る
こ
と
が
嵐
来
る
か
と
思
う
。

　
　
　
「
慮
意
…
識
」
は
そ
の
成
立
に
於
い
て
殺
他
的
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
　
『
精
神
現
象
学
齢
に
於
け
る
こ
の
当
該
箇
所
か
ら
離
れ
て
、
宗

　
　
教
的
意
昧
に
於
い
て
も
理
解
さ
れ
得
る
で
あ
ろ
う
。
　
「
良
意
識
」
が
「
自
意
識
」
と
し
て
成
立
す
る
原
初
そ
の
も
の
が
業
的
で
あ
る
。
で

993　
　
　
　
　
　
ヘ
ー
ゲ
ル
『
糖
神
境
象
学
』
に
於
け
る
「
葭
意
識
」
の
研
究
序
説
e
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
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哲
学
研
究
　
第
五
葺
十
一
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八

宗
教
の
立
場
に
於
い
て
は
、
　
「
自
意
識
」
の
絶
対
的
減
却
こ
そ
主
要
事
で
あ
る
。
誤
解
を
承
知
の
上
で
非
常
に
大
ま
か
に
　
憶
う
時
、
宗
教

の
立
場
は
、
　
『
精
神
現
象
学
隔
に
於
け
る
「
宗
教
」
の
位
置
を
無
視
し
て
言
え
ば
、
対
象
「
意
識
」
か
ら
「
自
意
識
」
へ
の
》
し
σ
臨
傷
§
σ
q
《

の
方
向
と
意
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
先
ず
逆
の
方
向
、
畳
築
－
ぴ
臨
篇
舅
σ
q
の
方
向
に
成
り
立
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
、
先
ず

譲
箆
を
取
り
玄
る
方
向
、
無
知
の
方
向
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
何
よ
り
も
先
ず
、
か
く
決
定
的
に
成
立
し
た
「
自
意
識
」

の
滅
却
の
方
向
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
若
し
「
膚
意
識
し
の
成
立
が
生
死
を
賭
し
た
殺
飽
の
闘
い
を
通
し
て
「
直
観
」
的
に
の

み
可
能
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
　
「
自
意
識
」
の
滅
却
も
亦
生
死
の
問
題
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
、
生
死
を
賭
け
た
生
死
の
直
観

た
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
宗
教
が
如
何
に
困
難
な
課
題
で
あ
る
か
を
、
我
々
は
『
精
神
現
象
学
臨
の
「
生
死
の
闘
い
」
の
箇
所
か

ら
も
逆
に
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る
と
思
う
。
（
未
完
）

3）　2）　1）

拙
論
、
　
『
精
神
現
象
学
』
に
於
け
る
「
意
識
」
か
ら
「
自
意
識
」
へ
の
転
換
（
「
宗
教
研
究
」
一
八
七
号
）
、
　
＝
一
頁
～
＝
九
頁
。

右
拙
論
、
　
一
〇
一
買
～
　
一
一
頁
参
照
。

以
上
の
叙
述
は
右
拙
論
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
参
照
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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